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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

平成25年３月６日（水）議事日程 

開 議（午前10時） 

 日程第１  議案第１号 平成25年度鹿島市一般会計予算について 

       議案第２号 平成25年度鹿島市公共下水道事業特別会計予算について 

       議案第３号 平成25年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計予算に

             ついて 

       議案第４号 平成25年度鹿島市国民健康保険特別会計予算について 

       議案第５号 平成25年度鹿島市後期高齢者医療特別会計予算について 

       議案第６号 平成25年度鹿島市給与管理特別会計予算について 

       議案第７号 平成25年度鹿島市水道事業会計予算について 

（大綱質疑、新年度予算審査特別委員会付託） 

 日程第２  議員提案第１号 鹿島市議会委員会条例の一部を改正する条例について（質疑、

             採決、討論） 

 日程第３  議員提案第2号 鹿島市議会情報公開条例の一部を改正する条例について（質疑、

             討論、採決） 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時 開議 

○副議長（松尾勝利君） 

 おはようございます。昨日は長時間の審議、どうもお疲れさまでした。ただいまから本日

の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元の日程表どおりといたします。 

      日程第１ 議案第１号～議案第７号 

○副議長（松尾勝利君） 

 それでは、日程第１．議案第１号 平成25年度鹿島市一般会計予算について、議案第

２号 平成25年度鹿島市公共下水道事業特別会計予算について、議案第３号 平成25年度

鹿島市谷田工業団地造成・分譲事業特別会計予算について、議案第４号 平成25年度鹿島市

国民健康保険特別会計予算について、議案第５号 平成25年度鹿島市後期高齢者医療特別会

計予算について、議案第６号 平成25年度鹿島市給与管理特別会計予算について、議案第７

号 平成25年度鹿島市水道事業会計予算についての７議案を一括して審議に入ります。 

 まず、議案第１号について当局の説明を求めます。寺山財政課長。 

○財政課長（寺山靖久君） 

 おはようございます。議案第１号 平成25年度鹿島市一般会計予算について御説明いたし
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ます。 

 鹿島市予算書と別途配付しております予算参考資料に基づき説明いたしますので、お手元

に御準備ください。 

 議案書は２ページとなっております。 

 我が国の経済情勢は、デフレ等の影響もあり、景気の先行きも不透明であります。 

 地方においても景気低迷により、歳入の大きなウエートを占める地方税の伸びも見込めず、

また、歳出におきましては、社会保障関係経費が増加するなど依然厳しい状況が続いており

ます。 

 このような背景の中で、平成25年度予算編成に当たっては、経常経費を極力圧縮し、後年

の負担を考慮しながらも、第五次鹿島市総合計画の推進するため、重要な定住促進、子育て

支援など政策的事業や、まちづくりのための投資的事業を推進し、地域における中核都市と

して復活を目指す鹿島市ニューディール構想推進型の予算となっております。 

 それでは、予算書の１ページをお開きください。 

 第１条第１項で、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ12,648,000千円といたしてお

ります。これは、24年度当初予算と比較しまして、2.2％の増となっております。 

 第２項、歳入予算の款項の区分及びその金額は、３ページから13ページまでの「第１表 歳

入歳出予算」のとおりでございます。 

 第２条、継続費の総額、年割額は、14ページの「第２表 継続費」のとおりでございます。 

 第３条、債務負担行為の事項、期間及び限度額は、15ページの「第３表 債務負担行為」

のとおりでございます。 

 第４条、地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、16ページの「第４

表 地方債」のとおりでございます。 

 ２ページをお願いします。 

 第５条、一時借入金の限度額を15億円といたしております。 

 第６条、歳出予算の流用は、人件費に係る部分の流用範囲を定めております。 

 ３ページから13ページまでは説明を省略いたします。 

 14ページをお願いします。 

 継続費については、東部中学校改築事業を平成25年度から26年度までの２カ年にわたり、

継続事業として実施することといたしております。事業費総額及び年割額は、表のとおりで

ございます。 

 15ページの債務負担行為は、平成25年度に設定する債務負担行為でありまして、桜まつり

振興対策に係る委託費が25年度に契約し、事業が26年度にまたがるため、また、学校給食セ

ンター調理等業務委託は、26年度から28年度までの業務委託を25年度に契約するため、債務

負担として計上いたしております。また、市の各施設の指定管理につきまして、国等の指導
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もあり、今回設定しているものでございます。 

 16ページをお願いします。 

 地方債につきましては、12事業で総額831,600千円を限度額として市債を発行することと

いたしております。そのうち、55％を占める460,000千円が地方交付税償還費が全額措置さ

れる臨時財政対策債となっております。 

 それでは、予算の内容について御説明いたしますので46ページをお願いします。 

 46ページから49ページは、歳入歳出の事項別明細でございますが、説明は省略いたします。 

 次に、50ページから204ページまでは、歳入歳出の内容となりますが、内容につきまして

は別添の予算参考資料により後ほど御説明申し上げます。 

 205ページをお願いします。 

 205ページから212ページは給与費明細書でありまして、人件費の内訳を示す資料となって

おります。 

 213ページは、継続費に係る調書、214ページから217ページは債務負担に関する調書、218

ページは地方債に関する調書でございますが、説明は省略いたします。 

 それでは、予算の中身につきまして、別冊の予算説明資料により説明をいたします。 

 別冊の１ページのほうをお願いします。 

 平成25年度予算の概要につきまして御説明いたしますが、今まで説明いたしました部分は、

なるべく重複を避けてポイントを絞って説明したいと思っております。 

 25年度の予算は、総額12,648,000千円で編成し、昨年度予算対比2.2％、275,000千円の増

となっております。これまでの予算と同様に、経常的経費を極力圧縮し、後年度負担を考慮

しながらも、子育て支援などの重要な施策や、まちづくりのための投資的経費を推進し、地

域における中核都市としての復活を目指す鹿島ニューディール構想推進型の予算となってお

ります。 

 歳入につきましては、法人市民税が回復し、市たばこ税が県たばこ税からの税源移譲等の

影響で増加しておりまして、市税は88,977千円、3.2％の増となる見込みでございます。 

 一方、地方交付税は、全国枠では2.2％の減とされておりますが、鹿島市の影響について

不透明な部分もあり、また、選挙に伴う国の予算編成の遅れから地方財政計画も遅れたこと

や、給与費削減の影響も勘案し、対前年比１億円減で計上いたしております。 

 また、臨時財政対策債は、4.2％、20,000千円の減で計上いたしております。臨時財政対

策債を加えた実質的な地方交付税は、当初予算段階で2.6％、120,000千円の減で見込んでい

るところであります。 

 これらを背景に、現段階では財政調整基金から382,000千円、公共施設建設基金から375,000

千円の繰り入れを行い、財政不足分の補塡として計上いたしております。 

 歳出予算については、人件費、扶助費、公債費のいわゆる義務的経費は、扶助費の増によ
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り3.5％、212,629千円の増となっております。 

 人件費も職員数の減はあるものの、退職手当が増となり、人件費全体では4.6％、94,713

千円の増となっております。 

 また、人件費、扶助費、物件費、維持補修費、補助費等のいわゆる消費的経費は、緊急雇

用対策事業、ふるさと雇用対策事業の賃金、委託料の減はあるものの、障害者施設給付費、

保育所運営費の扶助費の増もあり、3.6％、266,491千円の増となっておりますが、これらの

特殊要因を除いても予算編成方針で示した経常経費の伸び率ゼロをほぼ実現した予算となっ

ております。 

 次に、公債費、市債残高について御説明申し上げます。 

 公債費は1,187,941千円で、対前年度から31,933千円、2.6％の減となっております。これ

まで取り組んできました都市基盤整備や産業基盤整備など、起債事業の償還もピークを過ぎ、

今後は順調に減少すると見込んでおります。 

 市債残高も、平成12年度のピーク時の138億円から順調に減少し、地方交付税で償還経費

の全額が措置される臨時財政対策債を差し引いた実質的な市債残高は42億円程度となり、市

債残高の増嵩抑制と圧縮は順調に軌道に乗っていると言えます。 

 平成25年度の主要事業については、後ほど説明いたします。 

 ３ページをお願いします。 

 このページは、国の予算編成の方針であります地方財政計画と、鹿島市の一般会計の概要

を比較した資料でございます。 

 要点を絞って御説明申し上げます。 

 ２項めの地方税でございますが、国の指針では全国レベルで1.1％の増で見込んでありま

すが、鹿島市は現段階で3.2％の増と試算しております。 

 ３項目めの地方交付税は、国では2.2％の減でありますが、鹿島市におきましては、2.4％

の減で計上いたしております。 

 ４ページをお願いします。 

 ４ページと５ページは、予算の内容を区分ごとにまとめたものでございます。 

 まず、４ページの17行目、繰入金でございますが、基金等から872,665千円を繰り入れる

ことといたしております。その中で、大きなものといたしましては、収入不足を補塡するた

めに財政調整基金から382,000千円の取り崩しを予定しております。また、新世紀センター

建設事業や小・中学校の改築、耐震補強事業などに充てるため、公共施設建設基金を375,000

千円取り崩すことといたしております。 

 20行目の市債は、総額831,600千円のうち、臨時財政対策債を460,000千円計上し、一般財

源として処理をいたしたものでございます。 

 ５ページの説明は省略します。 
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 ６ページをお願いします。 

 歳入の対前年度比の総括表でございます。 

 区分欄の黒丸が、主要一般財源、簡単に申しますと、国県補助金のように使途が特定され

ず何にでも使用できるもので、総額7,764,624千円、歳入総額の61.4％を占めております。 

 白丸が自主財源でありまして、市が独自に調達できる財源で、総額4,610,548千円、36.5％

となっております。前年度に比べ、189,564千円、4.3％の増となっておりますが、これは市

税と基金からの繰入金の増が主な理由でございます。 

 ７ページをお願いします。 

 歳出の性質別の前年度との比較表でございます。 

 黒丸をつけているものが、いわゆる義務的経費と言われるものでございまして、人件費、

扶助費、公債費で、総額約62億円、3.5％の増となっております。 

 白丸をつけておりますのが、消費的経費と言われるものでございまして、総額約77億円、

3.6％の増となっておりますが、これは障害者施設給付費、保育所運営費の増による扶助費

の増、固定資産税評価がえにおける経費の増の影響もありますが、先ほども申しましたとお

り、これらの特殊要因を除けば、ほぼ前年並みとなっております。 

 13行目の投資的経費は12,647千円、0.8％の増の1,632,273千円となっておりますが、国庫

財源を伴う補助事業が、東部中学校改築事業、強い農業づくり交付金事業などの新規事業の

関係で92,633千円、18％増の606,024千円、単独事業では庁舎空調改修事業や定住促進対策

事業の収入により24,125千円、2.4％減の996,474千円となっております。 

 ８ページをお願いします。 

 ８ページと９ページは、歳入予算の前年度比較となっておりますが、８ページが前年度当

初予算との比較、９ページが12月補正後との比較となっております。同様に、10ページ、11

ページでありますが、歳出の目的別の比較、12ページ、13ページが歳出の性質別の比較、14

ページ、15ページが歳出の節・細節ごとの比較となっておりますが、説明は省略いたします。 

 16ページをお願いします。 

 これより、予算の具体的な中身について御説明いたします。 

 まず、市税につきましては、総額2,879,724千円で、前年度比3.2％、88,977千円の増とな

っております。市税の増は、ナンバー３の法人市民税の増、ナンバー17の市たばこ税の増が

大きな要因となっております。ナンバー３の法人市民税は、一部法人の収益増に伴い、40,000

千円の増で見込んでおります。ナンバー17の市たばこ税は、売り渡し本数の増、県たばこ税

からの税減移譲により47,000千円の増で計上いたしております。 

 17ページをごらんください。 

 主要一般財源のうち、地方譲与税、各種交付金の明細となっておりますが、国の予算編成

のおくれに伴う地方財政計画のおくれから、前年同額の424,900千円となっております。 
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 18ページをお願いします。 

 先ほど御説明いたしました市税、譲与税、交付金に地方交付税、臨時財政対策債を加えた

主要一般財源の合計でございますが、0.4％増の7,764,624千円で計上いたしております。 

 19ページは分担金及び負担金でございます。総額280,376千円、前年度比5.9％、17,606千

円の減で見込んでおります。 

 20ページをお願いします。 

 使用料及び手数料でございます。総額202,443千円、前年度比26.0％、41,716千円の増と

見込んでおります。増の主なものは、ナンバー10の定住促進住宅使用料が新たに計上されて

いるものでございます。 

 21ページの国庫支出金は、総額1,473,262千円、前年度比19,337千円、1.3％の増で計上い

たしております。増の要因といたしましては、国庫補助金のうち、民生費のセイフティネッ

ト支援事業15,493千円の増、農林水産業費の農山漁村活性化プロジェクト交付金が4,505千

円の増となったことによるものでございます。 

 また、逆に減となったものは、土木費の社会資本整備総合交付金（道路事業）分は、事業

費の減により67,200千円の減となっております。 

 22ページをお願いします。 

 県支出金は、総額1,307,690千円で、67,899千円、5.5％の増となっております。この要因

につきましては、新規に農林水産業費の強い農業づくり交付金80,250千円、さがの強い園芸

農業確立対策事業補助金の22,221千円増額などによるものでございます。 

 また、逆に減となったものにつきましては、安心こども基金特別対策事業補助金36,930千

円の減、緊急雇用創出基金事業補助金21,008千円の減、佐賀県住宅リフォーム緊急助成事業

補助金27,040千円の減などがございます。 

 23ページは財産収入でございます。 

 総額18,582千円でございまして、532千円、2.8％の減で見込んでおります。減の理由は、

基金を大口定期預金等で運用しておりますが、預金利息の低下が主な要因でございます。 

 24ページをお願いします。 

 繰入金は、総額872,665千円を基金及び他会計から繰り入れることといたしております。

14.0％の伸びとなっておりますが、これは国の予算の動きが不透明であるため、収入の不足

を補うため、現時点で財政調整基金から382,000千円、公共施設建設基金から375,000千円を

繰り入れたための数値となっております。 

 25ページは積立基金の状況の資料でございます。 

 年度末の見込みでは、14基金の総額で2,849,371千円となり、24年度決算見込みから800,258

千円の大幅な減と見込んでおります。この要因は先ほど説明いたしましたが、歳入不足を補

うため、財政調整基金及び公共施設建設基金を取り崩し、一般会計に繰り入れたことによる
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ものでございます。 

 26ページをお願いします。 

 市債は、総額831,600千円を予定いたしております。前年度比98,200千円、13.4％の増と

なっております。これは、中学校改築事業、小学校耐震補強事業、新世紀センター建設事業

などを新規に対象として取り組むため、これに伴う市債が163,000千円、また、辺地道路整

備事業が50,000千円の増となったことなどによるものでございます。 

 27ページは、市債の交付税措置を一覧表にしたものでございます。 

 25年度の起債のうち、交付税措置を右下の総額で説明いたすと、①から⑭までの借り入れ

総額371,600千円のうち、196,450千円が地方交付税で国が負担をしてくると見てください。

つまり、52.9％は国が地方交付税として負担をするということになります。⑮の臨時財政対

策債を含めますと、財源措置率は78.9％と見込んでおります。 

 28ページをお願いします。 

 市債残高見込みでございます。25年度末の一般会計市債残高見込みは、１行目の黒枠の太

枠で囲んでおりますが、8,366,479千円、前年度対比マイナス219,400千円となっております。

その列の一番下の17,382,256千円は、一般会計のほか、公共下水道事業特別会計、水道事業

会計までを含めた市債の残高となっております。 

 29ページは、その他の歳入の主なものを記載しております。 

 30ページをお願いします。 

 30ページから41ページまでは歳出の性質別の比較表でございますが、説明は省略いたしま

す。 

 42ページをお願いします。 

 平成25年度の重点施策及び特徴的事業を掲げております。25年度当初予算は、後日予算審

査特別委員会の席で事業内容等、詳しく説明があると思いますので、ここでは新規事業、特

徴的事業を中心に御説明いたします。 

 ナンバー３の災害対応用備蓄品整備事業は、保存食や毛布類など備蓄品購入経費4,272千

円を計上いたしております。 

 ナンバー５、ナンバー６の市役所本庁舎打診検査業務委託事業、市民会館打診検査業務

委託事業は、建築基準法に基づく外壁の打診検査を行うものでございまして、7,200千円

と7,300千円を計上いたしております。 

 ナンバー８の航空写真撮影業務委託事業は、固定資産評価がえに伴いまして、３市町合同

で航空写真の撮影を行う経費20,000千円を新たに計上いたしております。 

 ナンバー11の療養介護医療費給付事業は、制度変更に伴い、18歳以上の対象者の療養介護

の医療部分について医療費を支給するもので、9,240千円を計上いたしております。 

 ナンバー13の生活保護受給者就労支援事業は、稼働能力を有する保護受給者に就労支援を
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行う支援員を配置するもので、2,326千円を新たに計上いたしております。 

 44ページをお願いします。 

 ナンバー15の子宮頸がん等ワクチン接種助成事業は、子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン

等を接種するものでございますが、子宮頸がんワクチンの接種対象者を中学校１年生まで拡

大して実施するもので、25,254千円を計上いたしております。 

 ナンバー16の療養医療費助成事業は、県からの権限移譲に伴い、未熟児等の医療費助成等

を行うもので、1,704千円を新たに計上いたしております。 

 ナンバー17の遊休農地解消支援事業は、多良岳オレンジ海道を活かす会が実施します遊休

農地等２ヘクタールの解消事業の負担金1,000千円を計上いたしております。 

 ナンバー18の企業等農業参入促進事業は、企業等の農業参入促進に向け支援を行うもので、

1,000千円を計上いたしております。 

 ナンバー19の鹿島市活性化施設整備事業は、（仮称）アグリ・ラボかしまの維持経費を

1,220千円計上いたしております。 

 ナンバー22の道の駅鹿島施設補修事業は、道の駅全国大会等に対応するため施設の補修を

行うもので、1,854千円計上いたしております。 

 ナンバー23の緊急雇用創出事業は減少しておりまして、12事業で20人の新規雇用、58,992

千円を計上いたしております。 

 ナンバー27の市営住宅建設事業は、市営住宅建設に向けて基本構想の策定を行うものであ

りまして、5,100千円を新たに計上いたしております。 

 46ページをお願いします。 

 ナンバー29の学校生活支援員事業は、不登校やひきこもり傾向の児童・生徒への対策とし

て、６人の支援員を配置するもので、5,040千円を計上いたしております。 

 ナンバー31のふるさと納税寄附金活用事業は、平成24年中にふるさと納税寄附金として御

寄附いただいたものを御寄附者の御意向により、６つの事業に振り分けて事業を実施するも

ので、570千円を計上いたしております。 

 ナンバー33の予備費は、前年度と同額の45,000千円を計上いたしております。 

 47ページをお願いします。 

 ここから投資的事業の内訳となっております。投資的事業につきましても、新規事業、特

徴的事業を中心に御説明を申し上げます。 

 まず、国庫財源を伴う補助事業について御説明いたします。 

 ナンバー２の鹿島市活性化施設整備事業は、活性化施設の備品整備を行うもので、9,010

千円を計上いたしております。 

 ナンバー３の強い農業づくり交付金事業は、米色彩選別機導入、荷受能力増強工事への補

助金を交付するもので、80,250千円を計上いたしております。 



- 199 - 

鹿島市議会会議録 

 ナンバー７の社会資本整備総合交付金事業（道路）事業分は、市道の大規模舗装補修事業

ほかを行うもので、120,000千円計上いたしております。 

 ナンバー10の伝統的建造物群保存地区対策事業は、伝建地区防災施設設置のほか、伝統的

建物補修補助金として、80,408千円を計上いたしております。 

 ナンバー12の小学校耐震補強大規模改造整備事業は、七浦小学校体育館の耐震補強及び大

規模改造事業を行うもので、１億円を計上いたしております。 

 ナンバー13の東部中学校改築事業は、南棟、中棟校舎の改築事業を行うもので、114,300

千円を計上いたしております。 

 48ページをお願いします。 

 ここからは、国庫財源を伴わない地方単独事業の一覧でございます。 

 ナンバー１の防災基盤整備事業は、小型動力ポンプ、ポンプ積載車等の整備を行うもので、

22,425千円を計上いたしております。 

 ナンバー２の防災行政無線デジタル化事業は、減災の防災行政無線のデジタル化に向けて

実施設計を行うもので、12,000千円を計上いたしております。 

 ナンバー３の新世紀センター建設事業は、建設に向けた実施設計を行うものでありまして、

47,000千円計上いたしております。 

 ナンバー６の保育所整備事業は、海童保育園ほか３園の園舎改築に対する補助金231,343

千円を計上いたしております。 

 ナンバー９のさがの米・麦・大豆競争力強化対策事業は、大豆コンバイン導入の補助とし

て、3,055千円を計上いたしております。 

 ナンバー10のさがの強い園芸農業確率対策事業は、園芸施設整備に対する補助金74,242千

円を計上いたしております。 

 ナンバー11の中山間地域総合整備事業は、換地業務や地域活性化施設の舗装工事を行うも

ので、47,874千円を計上いたしております。 

 ナンバー13の基盤整備促進事業は、音成ほか３カ所の団体営圃場整備の事業計画概要書の

作成に対する負担金5,000千円を計上いたしております。 

 ナンバー15の経営体基盤整備事業は、鹿島市土地改良区が実施します事業計画概要書作成

に対する補助金2,500千円を計上いたしております。 

 ナンバー17の基幹水利施設ストックマネジメント事業は、排水機場の流水ゲート巻き上げ

機の工事を行うもので、2,000千円を計上いたしております。 

 50ページをお願いします。 

 ナンバー29の辺地道路整備事業は、市道中川内～広平線の改良工事を行うものでございま

して、118,657千円を計上いたしております。 

 ナンバー34の肥前鹿島駅舎改築・駅前広場整備事業は、駅舎・駅前広場の基本設計、駅舎



- 200 - 

鹿島市議会会議録 

トイレ改修工事など40,065千円を計上いたしております。 

 ナンバー38の佐賀県住宅リフォーム緊急助成事業及びナンバー39の鹿島市緊急経済対策住

宅改修事業は、前年度に引き続きまして住宅リフォームに対する県独自、市独自の補助金を

それぞれ13,530千円、10,000千円を計上いたしております。 

 ナンバー41の地球温暖化防止対策事業は、太陽光発電設置補助金4,500千円を計上いたし

ております。 

 ナンバー43の簡易水道事業は、山浦簡易水道組合が実施します施設整備に対する補助金

4,441千円を計上いたしております。 

 ナンバー47の小学校耐震補強大規模改造事業、七浦小学校分でございますが、七浦小学校

体育館の耐震補強大規模改造工事の単独分30,070千円を計上いたしております。 

 ナンバー48の小学校耐震補強大規模改造事業、鹿島小学校分は、鹿島小学校体育館の耐震

補強大規模改造の実施設計12,500千円を計上いたしております。 

 ナンバー51の中学校耐震補強事業は、西部中学校の体育館ほかの耐震補強工事の実施設計

10,510千円を計上いたしております。 

 ナンバー52の東部中学校改築事業の単独分は、先ほど補助事業で説明いたしました事業の

単独分147,409千円を計上いたしております。 

 53ページをお願いします。 

 県営事業の負担金一覧でございますが、平成25年度は中山間地域総合整備事業のほか３事

業で、29,750千円となっております。 

 54ページをお願いします。 

 54ページは災害復旧事業でございますが、当初予算では費目存置といたしております。 

 55ページは、先ほど説明いたしました県営事業負担金を事業内容、総事業費、負担率を含

め記載したものでございますが、説明は省略します。 

 56ページ以降は、参考資料としてつけております。 

 57ページは、一般会計のほか特別会計、水道事業会計の25年度予算を表にしたものでござ

います。 

 58ページ、59ページは、平成12年度以降の鹿島市の財政状況を示す資料でございます。 

 60ページをお願いします。 

 60ページは、市税と交付税の推移の資料でございます。表の中ほどにある市税はほぼ横ば

いであるのに対し、一番上の地方交付税は、ピーク時から９億円程度落ち込んでいるのがお

わかりになると思います。 

 61ページは、市債及び基金の残高の推移でございます。市債は、ピーク時の138億円から

順調に削減ができておりまして、平成25年度には臨時財政対策債を差し引くと42億円となり、

この13年間で96億円の削減ができたことになります。 
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 一方、積立基金は若干の減少はしたものの、28億円程度を確保しております。 

 62ページから89ページにつきましては、課ごとの事業について記載をしておりますが、説

明は省略いたします。 

 以上で予算の概要の説明を終わりますが、御審議よろしくお願いいたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 次に、議案第２号についての当局の説明を求めます。福岡環境下水道課長。 

○環境下水道課長（福岡俊剛君） 

 議案第２号 平成25年度鹿島市公共下水道事業特別会計予算について御説明を申し上げま

す。 

 平成24年度の状況でございますけれども、平成24年度末につきましては、整備完了面積が

約260ヘクタール程度を超える見込みでございます。供用人口と普及人口といたしましては

約9,700人、世帯で申し上げますと3,600世帯が利用可能になる状況であろうと思っておりま

す。 

 平成25年度の主な事業につきましては、１つ目が浄化センター汚泥処理棟の建設でござい

ます。これにつきましては、現在、送風機等の中で暫定的に汚泥脱水等を行っておりますが、

機械の老朽化及び汚泥量の増加に対応するため、汚泥処理棟建設に24年度から着手をいたし

まして、26年度に完成予定でございます。 

 それから、２つ目でございますけれども、供用区域拡大のための面整備事業の促進でござ

います。 

 ３項目めが公共下水道全体計画の見直しが、平成25年度中途に完了予定であり、その後に

都市計画決定の変更を行う予定でございます。 

 それでは、予算書の17ページをお願いいたします。 

 平成25年度 鹿島市公共下水道事業特別会計予算は、次の定めるところによる。 

 第１条第１項、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ968,235千円といたすものでご

ざいます。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、19ページから21ページに

つけております「第１表 歳入歳出予算」によるものでございます。 

 第２条、地方自治法第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項は、

22ページの「第２表 債務負担行為」によるものでございます。 

 第３条、地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、23ページの「第３表 地方債」によるもので

あります。限度額を134,600千円といたしております。 

 第４条、地方自治法235条の３第２項の規定による一時借入金の最高限度額は、６億円と

いたしております。 
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 18ページをごらんください。 

 第５条は、歳出予算の流用について述べております。 

 予算書の221ページをお願いいたします。 

 １款１項１目．下水道負担金は、23,465千円を見込んでおります。昨年と比較いたします

と、付加面積等の増加に伴い、増額となっております。 

 次は、222ページをお願いいたします。 

 ２款１項１目．公共下水道使用料は、119,382千円を計上いたしております。供用開始区

域の拡大に伴う水洗化促進に伴い、増額3,868千円を見込んでおります。その内訳につきま

しては、説明欄に書いておりますとおり、現年分、滞納分それぞれを明記いたしております。 

 ２目の土木使用料は、浄化センター内の九電柱及びＮＴＴ柱等の敷地使用料でございます。 

 223ページをお願い申し上げます。 

 ２款２項１目．公共下水道手数料は、指定工事店の登録手数料や使用料、負担金、督促手

数料等を計上いたしております。 

 224ページをお願いいたします。 

 ３款１項１目．公共下水道費国庫補助金は、121,500千円を計上いたしております。 

 次、225ページをお願いいたします。 

 ４款１項１目．一般会計繰入金は、569,129千円を計上いたしており、充当につきまして

は右の欄に書いてあるとおり、総務管理費分から予備費分に充てる予定でございます。 

 次は、226ページから228ページでございますけれども、５款１項１目の繰越金、次ページ

の６款１項１目の延滞金及び２目の過料、228ページの６款２項１目の雑入につきましては、

費目存置をいたしております。 

 229ページをお願いいたします。 

 ７款１項１目．公共下水道事業債は、134,600千円を計上いたしておりまして、充当先に

つきまして、右の欄に書いておりますとおり、一般分、単独分の建設事業費に充当予定でご

ざいます。 

 次は、230ページをお願い申し上げます。 

 これからは歳出について御説明を申し上げます。 

 １款１項１目．総務管理費は、30,624千円を計上いたしております。主なものでは、人件

費、報償費、水道課への徴収委託料、下水道管理台帳のシステムリース代、消費税及び地方

消費税等でございます。 

 231ページをお願いいたします。 

 １款１項２目．維持管理費は、16,015千円を計上いたしております。主なものでは、11節

の需用費、これの内訳は、雨水ポンプ場の燃料費、光熱費、修繕料等でございます。 

 13節の委託料、これはポンプ場の管理業務や沈砂池のしゅんせつの業務でございます。 
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 232ページをお願いいたします。 

 １款１項３目．浄化センター費は、116,139千円の計上でございます。内訳につきまして

は、11節の需用費、これは浄化センターや中継ポンプ場等の光熱、燃料費等でございます。

13節の委託料は、浄化センターの管理業務や浄化センターの周辺海域の水質調査等でござい

ます。 

 233ページをお願いいたします。 

 １款２項１目．建設事業費は、310,721千円を計上いたしております。主なものでは、13

節の委託料、これは浄化センター汚泥処理棟建設委託や下水道設計業務でございます。 

 15節．工事請負費は、汚水幹線管渠築造工事を予定いたしております。 

 235ページをお願いいたします。 

 ２款１項１目．元金341,613千円、２目の利子152,123千円を予定いたしております。これ

につきましては、昭和61年度からの借り入れ分の元金、利子等でございます。 

 236ページをお願いいたします。 

 ３款１項１目．予備費は、1,000千円を計上いたしております。 

 237ページから243ページにつきましては、職員の給与関係を添付いたしております。 

 244ページは債務負担行為の調書、245ページには地方債に関する調書をつけております。

平成25年度末の地方債の残高でございますけれども、右の欄の一番下5,967,317千円を見込

んでおります。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしくお願いを申し上げます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 次に、議案第３号について当局の説明を求めます。有森商工観光課長。 

○商工観光課長（有森滋樹君） 

 議案第３号 平成25年度鹿島市谷田工場団地造成・分譲事業特別会計予算について御説明

申し上げます。 

 予算書の24ページをお開きください。 

 第１条第１項でございますが、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ610千円といたす

ものでございます。 

 第２条は、一時借入金の範囲を10,000千円と定めております。 

 第３条は、歳出予算の流用の範囲を示すものでございます。 

 それでは、詳細につきまして御説明申し上げます。 

 予算書の248ページをお開きください。 

 まず、歳入の１款１項１目．工場団地使用料でございますが、これは旭九州株式会社様の

工場用地の賃貸料606千円を計上いたしております。 

 次に、歳出でございますが、253ページをお開きください。 
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 歳出の１款１項１目．工業用地取得造成分譲費でございますが、これは残地及びのり面の

除草作業委託料など292千円を計上いたしております。 

 次に、254ページをお開きください。 

 ２款１項１目．予備費でございますが、318千円を計上いたしております。 

 以上で説明を終わりますが、御審議よろしくお願いいたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ここで10分程度休憩します。11時５分から再開いたします。 

午前10時53分 休憩 

午前11時５分 再開 

○副議長（松尾勝利君） 

 再開いたします。 

 次に、議案第４号及び議案第５号について当局の説明を求めます。栗林保険健康課長。 

○保険健康課長（栗林雅彦君） 

 それでは、最初に議案第４号 平成25年度鹿島市国民健康保険特別会計予算について御説

明を申し上げます。 

 議案書は５ページでございますが、予算書にて御説明申し上げますので、予算書の御準備

をよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、27ページをお開きください。予算書の27ページでございます。 

 第１条、平成25年度鹿島市国民健康保険特別会計は、歳入歳出をそれぞれ4,163,188千円

といたしております。前年と比較しまして、6,725千円の増を計上いたしております。 

 また、款項の区分ごとの金額は、次の28ページから33ページの第１表の歳入歳出予算に記

載をいたしておりますとおりでございます。 

 第２条では、一時借入金の金額を４億円といたしております。 

 第３条では、歳出歳入予算の流用の範囲を定めておるところでございます。 

 (1)でございますけれども、保険給付の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合にお

ける同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用というふうにいたしておるところでござい

ます。 

 それでは、大きく飛びますけれども、255ページをお開きください。 

 255ページから258ページまでは、事項別の明細書でございます。 

 259ページをお開きください。 

 平成25年度国民健康保険特別会計予算の内容について御説明を申し上げます。 

 歳入について申し上げます。 

 １款１項１目は、一般被保険者、次の260ページの下段２目は、退職被保険者等の国民健

康保険税でございます。医療給付費分と後期高齢者支援分及び介護納付金分の現年度課税分、
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滞納繰越分を計上いたしております。なお、国民健康保険の世帯数は一般、退職合わせまし

て5,053世帯、被保険者9,561人、介護保険関係では世帯数が3,022世帯、被保険者が3,945人

で計上いたしておるところでございます。なお、後期高齢者の支援分の賦課対象者は、医療

分の賦課対象者と同じでございます。 

 国民健康保険税の総額は、262ページの下段にございますとおり896,330千円を計上いたし

ております。前年度と比較いたしますと、52,550千円の減と見込んでおるところでございま

す。 

 263ページをごらんください。 

 ２款１項１目の督促手数料は、前年度と同額の580千円を計上いたしております。 

 264ページをお開きください。 

 ３款１項１目の療養給付費等負担金でございますが、療養給付費、後期高齢者支援金、介

護納付金等に係る国庫負担金を757,592千円と計上いたしております。 

 また、２目の高額医療費共同事業負担金には、この共同事業に係る国庫負担金27,135千円

を計上いたしております。 

 ３目には、特定健診等負担金5,122千円を計上いたしております。 

 合計いたしまして、国庫負担金を789,849千円と見込んでいるところでございます。 

 265ページをごらんください。 

 ３款２項１目の財政調整交付金には、449,768千円を計上いたしております。 

 ２目の事務費補助金につきましては、科目存置として１千円を計上いたしているところで

ございます。 

 266ページをお開きください。 

 次の４款１項１目の療養給付費交付金には、退職被保険者の療養給付費等の経費から退職

被保険者に係る保険税等の収入額を差し引いた額が支払基金から交付されるもので、204,461

千円を見込んでおります。 

 267ページをごらんください。 

 ５款１項１目の前期高齢者交付金673,441千円を計上いたしているところでございます。

これは、各医療機関の65歳から74歳の一般被保険者の割合が全国平均を上回る医療保険者に

交付されるための交付金でございます。 

 268ページをお開きください。 

 次の６款１項の県負担金には、１目の高額医療費共同事業負担金を27,135千円と、２目の

特定健診等負担金5,122千円を計上いたしております。合計いたしまして、県負担金を32,257

千円と見込んでおるところでございます。 

 269ページをごらんください。 

 ６款２項１目の財政調整交付金には、療養給付費等に係る１種交付金及び保険事業費等に
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係る２種交付金の合計213,071千円を計上いたしております。 

 270ページをお開きください。 

 次の７款１項．共同事業交付金、１目．高額医療費共同事業交付金89,178千円と、２目．

保険財政共同安定化事業交付金478,598千円を計上いたしております。 

 271ページをごらんください。 

 ８款１項の財産収入、１目．利子及び配当金は、１千円の科目存置をいたしておるところ

でございます。 

 272ページをお開きください。 

 ９款１項１目の基金繰入金につきましても、科目存置で１千円を計上いたしているところ

でございます。 

 273ページをごらんください。 

 ９款２項１目の一般会計繰入金には、保険財政安定繰入金や出産育児一時金等や子どもの

医療費助成等に関する繰入金など、329,746千円を計上いたしておるところでございます。 

 274ページをお開きください。 

 次の10款１項の繰越金は、１目、２目とも科目存置、それぞれ１千円を計上いたしており

ます。 

 275ページをごらんください。 

 11款１項の延滞金・加算金及び過料は、前年度同額の502千円を計上いたしております。 

 276ページをお開きください。 

 次の11款２項１目．預金利子は、科目存置で１千円を計上しているところでございます。 

 277ページをごらんください。 

 11款３項．受託事業収入には、１目．特定健診等の受託料875千円を計上いたしておりま

す。 

 次に、278ページをお開きください。 

 11款４項．雑入には、第三者納付金等4,526千円計上いたしているところでございます。 

 次に、歳出について申し上げます。 

 279ページをお開きください。 

 １款１項１目の一般管理費には、職員の人件費や電算処理等に要する経費122,139千円を

計上いたしております。 

 ２目の連合会負担金には、2,180千円を計上いたしております。 

 280ページをお開きください。 

 次の１款２項１目の運営協議会費180千円は、国保運営協議会開催に伴う委員の報酬でご

ざいます。 

 281ページをごらんください。 
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 １款３項１目の賦課徴収費には、徴収嘱託員の報酬、事務費等の経費を8,566千円計上い

たしているところでございます。 

 283ページをお開きください。 

 次の２款１項１目の一般被保険者療養給付費は、2,113,880千円を計上いたしております。 

 ２目の退職被保険者等療養給付費には159,740千円を計上いたしております。 

 ３目の一般被保険者療養費には23,420千円、４目の退職被保険者等療養費には1,420千円

を計上いたしております。どちらもコルセットや柔道整復費を計上いたしております。 

 ５目の審査支払手数料は、8,836千円を見込んでいるところでございます。 

 284ページをお開きください。 

 ２款２項の高額療養費には、一般、退職被保険者等の高額療養費と高額介護合算療養費及

び介護合算療養費を合わせまして、310,989千円を計上いたしております。 

 285ページをごらんください。 

 次の２款３項の移送費は、一般、退職それぞれ10千円を計上しているところでございます。 

 286ページをお開きください。 

 ４項の出産育児一時金は18,900千円で、45名の出生者数を見込んでいるところでございま

す。 

 287ページをごらんください。 

 次の２款５項の葬祭費では1,500千円、60件分を計上いたしております。 

 288ページをお開きください。 

 ３款１項の後期高齢者支援金は、支援金と事務費拠出金を合わせまして457,773千円を計

上いたしているところでございます。これは、後期高齢者医療への支払基金を通じて各医療

保険者がその経費の一部を支援することとなっておりますので、その支援金及び事務費等と

いうことでございます。 

 289ページをごらんください。 

 次の４款１項の前期高齢者納付金は、前期高齢者に係る医療費や事務費の拠出金を604千

円計上いたしているところでございます。 

 290ページをお開きください。 

 ５款１項の老人保健拠出金、１目．老人保健医療費拠出金は、科目存置として事務費25千

円を計上いたしているところでございます。 

 291ページをごらんください。 

 次の６款１項の介護納付金は、介護保険への納付金として支払基金へ支払うもので、

222,876千円を計上いたしているところでございます。 

 292ページをお開きください。 

 ７款１項の共同事業拠出金は、県内市町村国保の運営基盤の安定と県単位での保険運営の
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推進を図ることを目的に国保連合会に拠出をするもので、合わせまして627,576千円を計上

いたしているところでございます。 

 293ページをごらんください。 

 次の８款１項の特定健診等事業費には、内臓脂肪症候群を起因とする糖尿病、脳卒中、心

臓病、高脂血症、高血圧症、肥満等、いわゆるメタボリックシンドロームを早期発見し、予

防するための特定健診等に係る費用25,552千円を計上いたしております。なお、検診者数を

2,835人程度と見込んでいるところでございます。 

 294ページをお開きください。 

 ８款２項の保健事業費には、医療通知の共同電算処理の委託料や、はり、きゅう、生活習

慣病の予防教室、人間ドック等に対する助成費など、合わせまして10,921千円を計上いたし

ております。 

 295ページをごらんください。 

 次の９款１項の基金積立金は、科目存置としております。 

 296ページをお開きください。 

 10款には一時借入金の利子を計上いたしているところでございます。 

 297ページをごらんください。 

 11款．諸支出金には、保険税の過年度還付金、過年度の療養給付費等の償還金などを計上

いたしているところでございます。 

 298ページをお開きください。 

 12款１項．予備費として、41,501千円を計上いたしているところでございます。 

 299ページから306ページは給与費明細書、また、307ページの債務負担行為は、事務機器

のリース契約等の賃貸借料でございます。 

 以上で、平成25年度国民健康保険特別会計予算の説明を終わります。 

 引き続きまして、議案第５号 平成25年度鹿島市後期高齢者医療特別会計予算について御

説明を申し上げます。 

 議案書は６ページでございますが、予算書で御説明いたしますので、お手元の予算書をお

開きください。 

 それでは、予算書の34ページでございます。 

 平成25年度鹿島市後期高齢者医療特別会計は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ

373,686千円といたしております。 

 また、款項の区分ごとの金額は、次の35ページから37ページにございます第１表の歳入歳

出予算にそれぞれお示しいたしてありますとおりでございます。 

 大きく飛びますけれども、308ページをお開きください。 

 308ページと、次の309ページは歳入歳出予算の事項別の明細書でございます。 
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 それでは、下の内容について御説明を申し上げます。 

 310ページをお開きください。 

 歳入でございます。 

 １款１項１目の特別徴収保険料は、167,800千円を計上いたしております。 

 また、２目の普通徴収保険料は、現年分、滞納繰越分を合わせまして71,400千円を計上い

たしているところでございます。なお、被保険者数は特別徴収、普通徴収合わせまして4,850

人と見込んでいるところでございます。 

 311ページをお開きください。 

 ２款１項１目の督促手数料には、50千円を計上いたしております。 

 312ページをごらんください。 

 次の３款１項１目の事務費繰入金につきましては28,531千円を、２目の保険基盤安定繰入

金には104,892千円をそれぞれ計上いたしております。 

 313ページをお開きください。 

 ３款２項１目の他会計繰入金及び次の314ページの４款１項１目の繰入金は、それぞれ科

目存置の１千円を計上いたしているところでございます。 

 315ページをお開きください。 

 ５款１項１目の延滞金、２目．過料につきましても、それぞれ科目存置の１千円を計上い

たしております。 

 316ページをごらんください。 

 次に、５款２項１目の保険料還付金には1,000千円を、２目の還付加算金には５千円を計

上いたしているところでございます。 

 317ページをお開きください。 

 ５款３項１目の預金利子には、科目存置として１千円を計上いたしております。 

 318ページをごらんください。 

 ５款４項１目の滞納処分費には２千円、２目の雑入には１千円をそれぞれ計上いたしてい

るところでございます。 

 319ページをお開きください。 

 ここからが歳出でございます。 

 １款１項１目の一般管理費には、職員の人件費等9,501千円を計上いたしております。 

 320ページをお開きください。 

 １款２項１目の徴収費には、1,173千円を計上いたしているところでございます。 

 ２目の滞納処分費には、２千円を計上いたしております。 

 321ページをごらんください。 

 次の２款１項１目の後期高齢者医療広域連合納付金には、事務費と保険料の納付金361,804
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千円、前年度対比4,494千円の増で計上いたしているところでございます。 

 322ページをお開きください。 

 ３款１項の１目．保険料償還金及び２目．還付加算金に合わせまして、1,005千円を計上

しているところでございます。 

 323ページをごらんください。 

 ３款２項の１目．他会計繰出金には、１千円を計上いたしております。 

 324ページをお開きください。 

 ４款１項１目．予備費には、200千円を計上いたしているところでございます。 

 325ページから328ページまでは、給与費の明細書となっております。ごらんいただければ

と思います。 

 以上で、平成25年度鹿島市国民健康保険特別会計予算及び平成25年度鹿島市後期高齢者医

療特別会計予算の説明を終わります。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 次に、議案第６号について当局の説明を求めます。寺山財政課長。 

○財政課長（寺山靖久君） 

 議案第６号 平成25年度鹿島市給与管理特別会計予算について御説明いたします。 

 議案書は７ページとなっております。 

 予算書、38ページのほうをお願いします。 

 この会計は、職員の給与支給事務の簡素化を図ることを目的とした特別会計でありまして、

水道事業を除く一般会計及び特別会計のそれぞれの給与費の予算額と重複した予算となって

おります。 

 平成25年度の歳入歳出の総額は、第１条に掲げておりますように1,883,502千円といたす

ものでございます。 

 予算書の最後の332ページをお願いします。 

 説明は省略いたしますが、給与費の内訳につきましてはそれぞれの会計ごとに掲げている

ところでございます。 

 また、別冊の予算参考資料の88ページにおきまして、各会計費目ごとに平成24年度との比

較表を掲載しておりますので、参考にしてください。 

 以上で説明は終わりますが、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 次に、議案第７号について当局の説明を求めます。松本水道課長。 

○水道課長（松本理一郎君） 

 議案第７号 平成25年度鹿島市水道事業会計予算について御説明申し上げます。 

 議案書は８ページでございますが、別冊の平成25年度鹿島市水道事業会計予算書にて御説
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明いたします。 

 １ページをごらんください。 

 平成25年度鹿島市水道事業会計予算でございますが、第２条、業務の予定量は、給水戸数

は9,385戸、年間配水量は307万立方メートル、一日平均配水量は8,411立方メートルを見込

んでおります。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額でございますが、収入の第１款．事業収益は、531,604

千円で、営業収益は水道料金、手数料、負担金等、営業外収益は他会計からの補助金や雑収

益等であります。 

 支出の第１款．事業費は、503,609千円を計上しております。水道水を安定的に供給する

ために必要な営業費用、減価償却費及び企業債の支払利息などの営業外費用であります。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額でございますが、２ページをごらんください。 

 収入の第１款．資本的収入は、79,804千円で、主なものは一般会計からの出資金や各種負

担金、工事補償金及び建設事業を行うための企業債等であります。 

 支出の第１款．資本的支出の予定額は369,459千円で、水源地の取水ポンプ、電磁流量計

の取りかえ工事、消火栓の設置や配水管の新設、布設替工事、配水池改修等の建設改良費と

企業債の償還金等であります。 

 １ページに戻っていただきまして、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額289,655

千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額4,227千円、当年度分損益勘定留

保資金230,514千円、減債積立金54,914千円で補塡をする予定であります。 

 ２ページに戻っていただきまして、第５条、企業債は、建設改良事業に借り入れる企業債

の限度額を45,000千円としております。 

 第６条、一時借入金は、限度額を２億円と定めております。 

 ３ページをごらんください。 

 第７条は、予定支出の各項の経費の流用を定めるものであります。 

 第８条は、議会の議決を経なければ流用することができない経費で、職員給与費は66,902

千円、交際費を10千円であります。 

 第９条は、他会計からの補助金で、鮒越地区給水事業に伴う企業債元利補助と中木庭ダム

管理費用補助のための一般会計からの補助金7,449千円を計上しております。 

 第10条、たな卸資産は、水道メーター等の購入限度額を4,002千円と定めるものでありま

す。 

 次に、４ページから14ページは附属書類でございまして、鹿島市水道事業会計予算実施計

画、鹿島市水道事業会計予算資金計画及び給与費明細書でありますが、説明は省略いたしま

す。 

 次に、15ページ、16ページをごらんください。 



- 212 - 

鹿島市議会会議録 

 平成25年度鹿島市水道事業会計予定損益計算書であります。 

 16ページの下３行目、当年度純利益でございますが、25,519千円を見込んでおります。 

 次に、17ページから24ページは、平成25年度鹿島市水道事業会計予定貸借対照表、前年度

分予定損益計算書、予定貸借対照表でありますが、説明は省略させていただきます。 

 次に、25ページをごらんください。 

 平成25年度鹿島市水道事業会計予算明細書について御説明いたします。 

 収益的収支及び資本的収支の予算額は、共に税込み額でございます。 

 まず、収益的収支でございますが、収入、１款１項．営業収益は523,522千円で、１目．

給水収益は511,350千円であります。有収水量の算定は、平成23年から24年の実績をもとに

算出しておりますが、前年度比3,418千円の減を見込んでおります。 

 ２目．受託工事収益は前年度比300千円の減で、1,100千円。 

 ３目．その他の営業収益は11,072千円で、開栓竣工検査等の手数料、一般会計からの消火

栓の維持補修費、下水道使用料徴収に対する負担金などでございます。 

 ２項．営業外収益は、8,081千円であります。 

 26ページをお願いいたします。 

 ２目．他会計補助金は、中木庭ダムの管理費用と簡易水道事業の企業債償還金で、7,449

千円を一般会計から受け入れることとしております。 

 ３目．雑収益は621千円で、電柱敷地貸付料等であります。 

 ４目．消費税還付金、３項１目．固定資産売却益は、費目存置でございます。 

 27ページをお願いいたします。 

 支出でございますが、１款１項．営業費用は、400,568千円で、１目．原水及び浄水費は、

55,415千円を計上しております。これは、人件費のほかに水源地の管理に要する費用で、主

に委託料、手数料、修繕費及び動力費等でございます。 

 28ページをお願いいたします。 

 ２目．配水及び給水費は28,046千円を計上しておりますが、これは配水池から各家庭まで

の水道施設に要する費用で、主なものは、人件費、メーター取替委託料、修繕費等でありま

す。 

 29ページをお願いいたします。 

 ３目．受託工事費は、収入と同額の1,100千円を計上しております。 

 30ページをお願いいたします。 

 ４目．総係費85,392千円は一般的な事務的経費で、人件費のほか負担金、検針業務等の委

託料、手数料、事務機器のリース料等であります。 

 32ページをごらんください。 

 ５目．減価償却費は220,514千円、６目．資産減耗費は10,100千円を計上しております。
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この減価償却費及び資産減耗費は、当年度分損益勘定留保資金として資本的収支不足額の補

塡財源となるものでございます。 

 ２項．営業外費用は102,041千円で、１目．支払利息は82,585千円を計上しております。 

 ２目．雑支出は1,628千円で、19年度分の不納欠損見込額等を計上しております。 

 ３目．消費税は17,828千円ですが、これは仮受消費税から仮払消費税と、特定収入による

消費税等を差し引いた消費税納付額を計上しております。 

 ３項．予備費は、前年度と同額の1,000千円を計上しております。 

 33ページをごらんください。 

 次に、資本的収入及び支出について御説明いたします。 

 １款．資本的収入、１項．他会計出資金211千円は、ダム建設負担金に係る一般会計から

の出資金。 

 ２項．他会計負担金28,000千円は、消火栓設置及び配水管新設事業の負担金でございます。 

 ４項．工事補償金は、前年度と同額の3,000千円を計上しております。 

 34ページをごらんください。 

 ６項．新設負担金は、給水装置工事の申請時に、メーターの新設に対する負担金をいただ

くもので、3,591千円を計上しております。 

 ７項．企業債は45,000千円で、排水設備事業等への充当分を計上しております。 

 35ページをお願いいたします。 

 資本的支出でございますが、１款１項．建設改良費は103,250千円、１目．事務費は11,652

千円で、人件費、経費を計上しております。 

 36ページをお願いいたします。 

 ２目．施設費は25,092千円で、主なものは水源地の電磁流量計の取替工事、取水ポンプの

取替工事、新品メーターの購入代を計上しております。 

 ３目．改良費は51,500千円で、消火栓設置、配水管新設、配水管布設替を予定いたしてお

ります。 

 37ページをお願いいたします。 

 ４目．第６次拡張事業費は費目存置でございます。 

 ５目は、今年度より目を新設し、久保山配水池改修事業費として地質調査・詳細設計委託

料の15,001千円を計上しております。 

 ２項．企業債償還金でございますが、261,209千円。 

 ３項．予備費は、前年度と同額の5,000千円を計上しております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 午前中はこれにて休憩します。なお、午後の会議は午後１時から再開します。 
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午前11時43分 休憩 

午後１時   再開 

○副議長（松尾勝利君） 

 午前中に引き続き会議を開き、議案審議を続けます。 

 それでは、議案第１号から議案第７号までの７議案を一括して質疑に入りますが、本７議

案は新年度予算審査特別委員会への付託を予定しておりますので、あくまで総括的な大綱質

疑といたします。 

 なお、質疑をされる場合は、一般会計、特別会計名を言ってから質疑に入ってください。 

 質疑ありませんか。９番議員徳村博紀君。 

○９番（徳村博紀君） 

 ９番議員の徳村でございます。２点質問をしたいと思います。 

 財政の面で質問をいたしますが、先日、全員協議会の中でも市長が今打ち出されておりま

すニューディール構想のスケジュールが発表されました。これから10年間にわたって70億円

の予算を使っていくということですけれども、これからの10年間の将来負担比率、これが文

字どおり将来の負担度をあらわすわけですけれども、この比率が高い場合は、将来、実質公

債費比率が増大するということになりますと、運営上の問題が生じてくるという可能性も高

くなりますので、当然、今後10年間においてシミュレーションをしていらっしゃるんじゃな

いかなというふうな気がいたします。 

 そこで、御質問なんですが、25年度からスタートということになりますので、これから10

年間、どのような形で毎年この将来負担比率が推移していくかということをお伺いしたいと

思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 寺山財政課長。 

○財政課長（寺山靖久君） 

 お答えします。 

 議員お尋ねは、実質公債費比率、将来負担比率。（「将来負担比率です」と呼ぶ者あり） 

 ちょっと将来負担比率では推計しておりませんけれども、似たような状況で、18％を超え

ると起債の許可をいただくという実質公債費比率というのがございます。その推計でいきま

すと、一番ピーク時でも現段階が11.1％、23年度決算がですね。それからずっと減っていき

まして、29年度ぐらいまでずっと減っていくという予想を立てています。その後、いろんな

起債事業を発行しますので、若干上りペースになりますが、11％半ばほどで終わると。実質

公債費比率については、そういう推計を立てているところでございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ９番議員徳村博紀君。 
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○９番（徳村博紀君） 

 大体財政指標は経常収支比率と起債制限比率、そして実質公債費比率と財政力指数という

のがございますけれども、今後、これだけ70億円使っていくということになりますから、当

然これからどういうふうな状況になっていくかというのをできるだけ数字として把握しやす

いように、この将来負担比率の部分をですね、パーセントで大体350％以下だったらいいと

いうことでされておりますので、これがどれぐらいの数字になるかということだけ、後から

でいいですから、お示しをいただきたいというふうに思います。 

 そして次、公共下水道についてお伺いをいたします。 

 予算書の説明書の219ページが歳入の部分になりますけれども、この数字から見ますと、

３款の国庫支出金、国庫補助金の部分ですけれども、これが43,500千円減、そして７款の市

債、これの公共下水道事業債が73,700千円減額ということになっておりますので、前年度か

らすれば縮小傾向にあるんじゃないかなというふうな気がいたしますけれども、これから下

水道事業に関しましては老朽化したインフラ整備というのが必ず出てくると思います。この

老朽化した部分のインフラ整備をどのような感じでやっていかれるのかということが不安視

されるわけなんですけれども、今後、全体的に捉えて、毎年この老朽化したインフラ整備と

いうのをどれぐらいずつ見込まれているのか、お伺いをします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 福岡環境下水道課長。 

○環境下水道課長（福岡俊剛君） 

 徳村議員の質問にお答えを申し上げます。 

 老朽化したインフラ整備ということでございますけれども、今現在、汚水管渠でございま

すけど、これの一番古いやつが昭和62年度に施工したものでございますので、今現在、築26

年程度たっております。それから、処理場でございますけれども、これは平成６年に完成を

いたしておりますので、ちょうど19年程度ということになります。このうち、今、特に老朽

化度が見込まれておりますのが処理場あたりで、今回、汚泥の処理棟をつくりますけれども、

汚泥の濃縮脱水機等が経年の変化で今までも修繕料等を大分投資してきています。今現在、

年間5,000千円から10,000千円程度の修繕料等で更新をしているところでございますけれど

も、大規模な更新というのは、やはり今後またいろんな面で見込まれると思いますけど、今

現在では修繕料として年間5,000千円から10,000千円程度の中で、必要な部分だけを修繕と

か維持管理をしながらやっているという状況でございます。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ほかに。11番水頭喜弘君。 

○11番（水頭喜弘君） 
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 11番水頭です。大綱質疑でありますので、１点だけお伺いしたいと思います。 

 特に市長にお伺いしたいと思うんですけれども、財政課長でもいいです。実は今さっきい

ろいろと25年度の中で説明がありましたけれども、そこの中で特に感じたことだけ、１点だ

けお伺いいたします。 

 25年度の新年度予算の編成に当たって、どのようなことが苦労されたのか。１つは、さっ

きあったニューディール構想ですね、この中を見れば、70億円の一部を今回使われていく中

で、ほかの方面にどのような影響を与えていったのか、そういうことをまずお伺いいたしま

す。 

○副議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 これは25年度予算に限っていいますと、いわゆるニューディールの中の、特に御関心のと

ころはシビックセンター関係だと思いますけれども、その中で、何といいますか、正確な言

葉ではございませんけれども、実態予算と言いますかね、建設費と言ってもいいんですけれ

ども、その部分については、ほとんど重要な部分は計上されていないと。逆に言いますと、

それに必要な設計の、いわば前提になるような予算は組まれておりますけれども、例えば、

一番肝心な中心市街地の話になりますと設計部分だけでして、建設関係の部分はまさに国と

の話とか県との話がつきましてから、これはなるべく早く、予定どおりいきましたならば補

正予算に計上しないといけないということでございますから、逆に言うと、その部分につい

ては、いかに必要な分だけに限って計上するかというところに気を配ってございます。決し

て皆様方に先走って建設費を計上するというようなことはしていないということは、むしろ

予算書をごらんになりますとおわかりだと、そういうふうに考えておりますけれども。 

○副議長（松尾勝利君） 

 11番議員水頭喜弘君。 

○11番（水頭喜弘君） 

 これからいろいろと建設に向かって、ずっといかれるんじゃないかと思います。そこの中

で、今回、ざらっと見た中で、前年度比2.2％増が組まれております。予算計上されている

中でですね。特に私が申し上げたいのは、鹿島市、どこの自治体でも一緒と思います。自主

財源がなかなか厳しい中で、どこでもやっておられる。それは佐賀県の中でも、鳥栖市を除

いて、三割自治体というですか、なかなか厳しい状況の中での予算編成には相当苦労されて、

こういう予算ができ上がったんじゃないかと思います。ただ、今、市長も言われてわかりま

すけれども、そこの中で、どうしてもやっぱり民生費とか、そういうものは削るわけにいか

ない。どんどんふえてくるのが当然じゃないかと思います。そういう中で、一つ考えるのは

人口減少の問題も出てきます。じゃ、市民への、また鹿島市の予算への影響は当然出てくる
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んじゃないかと思います。 

 そういう中で、膨らんでいき、片一方では削られていく中で、なかなか厳しいと思うんで

すけれども、例えば、市民の皆さんでも今回でも、きのう、いろいろ遅くまで議論されまし

たけれども、そこの中でも、私はある程度は理解はしたつもりですけれども、なかなか今か

ら説明とかいろいろ議論をされていく中で私たちもやっぱり、そちらの方面にお金を使うの

も、それはもちろん大事です。鹿島市の発展のためにしていくのは当然私は認めます。ただ、

問題は、一つ言えるのは、市民生活への影響がここで本当にないのかということも疑問を持

ちます。というのは、いろいろな多方面にわたって均等というか、誰でも生活の維持向上の

ために使っていただきたいのが当然でございますけれども、その中で、今、一つ民生費に限

っても、生活保護費の中の医療の面でもどんどん上昇していきます。そういう中で、そうい

う面でもかなりこれからは厳しい運営になってくるんじゃないかと思いますけど、それは総

合的に判断してどのように思われるのか、再度お伺いいたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 実は先ほどお答えしましたのは、どちらかというと、財源というほうからしますと出るほ

うの話でございました。しかし、財政運営を考えますと、おっしゃるように、入ってくる、

つまり財源調達する、それがないと財政運営はできません。率直に申しますと、これまで鹿

島市は長い間にわたって、行政改革といいますか、財政基盤の強化のために出るほうを絞っ

てきたんですよね。一番いいのは、入るほうをふやして出るほうを絞るというのが普通の行

政運営のやり方なんですが、とりあえずまず一番典型的な、鹿島だけじゃなくて、ほとんど

の行政の手法としてとってみえた出るほうを絞るという改革をおやりになったですね。これ

は計画どおり、ほぼ達成をされていると僕は思います。皆さん大変頑張られたと思いますね。

ただ、本当はそれをやっている間に、可能な限り入ってくる、これは国でございますと、い

ろんな方法がございます。１つは金融政策とか、それからもう１つは規制緩和、もう１つの

方法が実は財政出動なんですよ。ところが、自治体には、さっき言いましたうちの２つはほ

とんど手法がございませんですね。やれるのは財政出動なんですよ。それがされていなかっ

たということがつらかったんじゃないかと思います。 

 したがって、財政出動しないといけないけれども、自主財源がないと。幸いさっきから言

っていますように、行政改革、財政基盤を強化してきて、その中で、23年度になってほぼで

すね、頑張ってきたので、ある程度ギアを切りかえられるようになったなと。これは想定ど

おりなんですけどね。そこで、財政支出を有効的に使うということを考えながらやっていか

ないといけないだろうということだと思うんですよ。そのときに、それまで、どちらかとい

うと、恐らく考え方が「コンクリートから人へ」というのであったでしょう。それを私は
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「コンクリートも人も」と言っているんですけれども、そのときに、やっぱりこのまち全体

の実力から考えると、一番効果的なのは公共的な支出を頑張るということとあわせて、いろ

んな知恵を絞って、特に１次産業中心になるのが一番効果的だと思いますので、いろんなア

イデアとか投入して、そういう経済力を強くしていくという路線を選ぶべきじゃないかなと

思ったわけなんですよね。 

 したがって、これからは出るほうも少しアクセルを踏むかわりに、入るほうもみんなで頑

張って財源を調達できるような経済力をつけていきましょうねと。両にらみ、「コンクリー

トも人も」というふうに理解していただければいいと思いますけれども。 

○副議長（松尾勝利君） 

 11番議員水頭喜弘君。 

○11番（水頭喜弘君） 

 市長が今申された財政基盤強化計画が鹿島市で行われて、ある程度の財は蓄積した。マイ

ナスのほうにもあるわけですね。要するに、市民の皆さんが相当苦労してされているわけで

すよ。例えば、建設関係でも、業者の方も相当苦労されて、ここでこんなことを申し上げて

いいかわかりませんけど、言葉がまずかったら申しわけありません。たたき合いというです

かね、そういう中で、相当パーセントを落としながら入札でもやってきて、要するに誰がも

うかったのかといったら、ほとんどがたたき合いの中で、かなり厳しい中でやってこられて、

そして今現在に至って、何とか業者の方も入札価格でも最低のあれで決めてもらったらいい

じゃないかということで、限度額を決めていただいて、そこの中でやられたら私たちも生活

も十分にやっていくようなものがあるけれども、こういうふうにしてたたき合いの中でやっ

てきた中では特に財を食い潰すばかりだということを言われてきました。そういう犠牲の中

で、今回こういうふうになっていたんじゃないかということは市長もおわかりじゃないかと

思います。 

 そういう中で、今回の予算編成を見た中で、私としては、いいものができ上がっているな

ということは思いながらも、やっぱり片一方では、そういうマイナスの影響も与えることが

ないようにするためには、どうしても今言われた経済力を活性化させるというですか、お金

も使いながらも、やっぱり持ってくるのも大事じゃないかと。それがバランスがとれたとき

にはいいものが、ああ、やっぱりこういう予算をしてよかったねという思いが出てくるんじ

ゃないかと思います。そういうことで、私はちょっとそういう面もあったので、細々とは申

しませんけれども、そういうあれで申し上げております。 

 最後にですけど、財政課長としては、今回の予算についてどういうふうに苦労されました

か。 

○副議長（松尾勝利君） 

 寺山財政課長。 
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○財政課長（寺山靖久君） 

 お答えします。 

 先ほど議員おっしゃるように、義務的経費、扶助費あたりは手をつけられない聖域である

ということになっております。いかんせん、そこが実際伸びていると。歳入は、若干市税は

伸びておりますけれども、交付税等、またいろんな不透明なところはありますけれども、基

本的には第五次総合計画の推進、ニューディール構想の一部着工ということで、若干基金に

手をつけておりますけれども、それなりに頑張って予算をつけたつもりでおります。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 11番議員水頭喜弘君。 

○11番（水頭喜弘君） 

 済みません、最後に行きます。 

 今、基金の話が出ましたけれども、基金も鹿島市としては相当苦労されて、取り崩さない

ように、取り崩しがないようにということでずっとやってこられました。それは感謝いたし

ます。そういう中で、今から多々マイナスの出ていく面も、不利なこと、例えば、今回の議

案にも上がっていましたけれども、インフルエンザとか、もしもこれが、幸いにして鹿島市

にはそういう大きい、極端に急に出ていくというものがなかったからよしにしても、やっぱ

りそういうものも出てくる。全然ないですよということは言えないと思います。災害にして

も、鹿島市としては昭和30年代ですか、そういった大きいものが来たとしても、現在ではそ

ういう急にお金が莫大に要るということは出てきていないですから幸いにしていいんですけ

れども、いつどのようなときにまた災害も起きてくるかわかりません。やっぱり基金を取り

崩していかなければいけないときも来るんじゃないかと思います。 

 そういう中で、最後、お願いですけれども、どうか安定的に安全なものができるような予

算の執行をこれからしていただきたいことをお願いして、終わりたいと思います。よろしく

お願いします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ほかに質疑ありませんか。１番議員中村一尭君。 

○１番（中村一尭君） 

 １番議員中村です。主に２点質問させていただきます。 

 執行部からの御説明ありがとうございました。新しい年度へ向けて、しっかりとした予算

がですね、執行部や職員の皆様の意気込みというか、それが伝わってくるような予算書だと

思います。私たち市民が安心・安全に暮らせるようなまちづくりを25年度もしていただきた

いなと思います。 

 大綱質疑ということで、大きい視点で、鹿島市の将来にかかわるような、あと市民に聞い



- 220 - 

鹿島市議会会議録 

ていただきたいと、お伝えしたいことを質問させていただきます。 

 予算参考資料の７ページです。歳出の部分で、性質別になっていますけれども、鹿島市の

当初予算126億円の中で、そういう財政状況がすごく厳しい中で、経常的経費を圧縮し、重

要な政策をとられている予算というふうに財政課長もおっしゃっていましたけれども、そ

の中で構成比を見てみますと、126億円のうち、扶助費が22.5％、次に、高いのが人件費

の17.2％、この扶助費と人件費について質問させていただきますけれども、まずは人件費

の部分です。 

 市職員の皆様の数が昔からだんだん計画に沿って削減されて、職員の皆さんの負担がだん

だんふえているという状況もあると思います。そういう中で、昨年だったと思いますけど、

例えば、武雄市では図書館をＴＳＵＴＡＹＡに委託して、人件費、いろいろ予算を削減しよ

うという案も出てきました。これからの時代、やっぱり財政状況が厳しいと財政課長もおっ

しゃる中で、例えば、図書館じゃないですけど、任せられる部分は民間に任せてもいい。市

の職員が絶対しなければならない部分もありますけれども、任せられるところは任せて、人

件費を抑えていくという手も、ひとつ将来に向けて大変重要なことになってくるんじゃない

かなと私は思っていますけれども、例えば、今の窓口とか、そういうところの中で委託した

場合に、どれくらいの人件費が抑えられるのかなと。そういった費用を投資的経費とかに回

せることも、やっぱり中核都市として必要な考え方かとも思えるんですけれども、そういっ

た部分でどうなんでしょうか、財政課長──ああ、副市長、お願いします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 北村副市長。 

○副市長（北村和博君） 

 私のほうからお答えをいたします。 

 中村議員におかれましては、武雄市の例をとって御質問されましたけど、鹿島市では平成

18年度から指定管理制度の導入ということで、今現在、18施設を指定管理制度の導入という

ことで民間の方に経営していただいておるという状況でございます。職員も平成17年度、18

年度と比べましたら約40名ぐらい減っておりまして、今後もまた減っていくという計画を持

っております。その中には、みどり園の民営化、そして給食センターの調理部分の民間委託

というのも、当然そういう中村議員の御質問に沿った形の指定管理、そして民間委託という

ことで実証していくところでございます。 

 私どもは常に行政全てを我々職員がするというふうには思っておりませんで、今言われま

したように、本庁の中でも民間の方が請け負ってもらえる業務もあるのではないかというこ

とで常日ごろから検討をいたしておるところでございます。こういうことを含めまして、経

費を浮かしていきたいということを思っておりまして、例えば、職員１人当たりの人件費が

7,000千円程度になるかと思います。これは給料、手当、共済費も含め、平均6,000千円から
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7,000千円になるかと思います。現在のところ、それを民間委託ということになりますと、

例えば、市民立大学、図書館等につきましては、2,500千円から3,000千円程度の年間の人件

費ということで、その差額を当然そういう方向で福祉部門とかに回されるという計算は立つ

ものでございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 １番議員中村一尭君。 

○１番（中村一尭君） 

 ありがとうございました。いろいろな費用も含めて、職員１人当たりの平均給料で委託し

た場合に、もしかしたら２人か３人ぐらい雇用できたら、職員さんたちの負担も軽くなるだ

ろうし、いろんなことにまた人数がふえたら、一つ一つのお仕事に集中できるんじゃないか

なと、そういうふうなことも思っています。やっぱり財政がどこでも厳しい状況の中で、今

すぐにとは言いませんけれども、そういうことも考えていかなきゃいけないんじゃないかな

というふうに私は考えていますけれども、市長、もし一言あれば、どうなんでしょうか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 一言という話だったので、一言お話をしますと、ごく最近、みどり園とかですね、これは

完全に民営化というか、民間に経営をかわってもらうと。これは明らかに財政の面に焦点が

当てられているわけですよ。なぜかというと、それは消費者の皆さん、市民の皆さんのニー

ズに応える、そのレベルは落とさないで、同じ質のサービスを提供しながらちゃんとできる

ようになったところにお譲りをするということですから、それが一言というか、１つの例と

して、ちょうど議員におなりになってから、まさにその動きがあったということを御存じで

しょうから、実態としてそれを経験しておいていただければありがたいと思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 １番議員中村一尭君。 

○１番（中村一尭君） 

 ありがとうございます。そういった部分で、市役所の皆さんも執行部の皆さんも、みどり

園の件とか給食センターの件で、だんだん委託で事業費を抑えられて、その分を投資的経費

などに回されて、頑張っておられるなというふうなことも非常に感じております。本当に今

からかけなければいけないところにはかけて、圧縮できるところは圧縮していく、そういう

ことが必要なんじゃないかなというふうに思っています。 

 その中の圧縮という面では、７ページの扶助費ですね、その扶助費というのが鹿島市の歳

出の中で一番大きいわけです。これは性質別ですけれども、扶助費も民生費も去年に比べる

と、民生費の場合は構成比で見ると下がっていますけれども、やっぱりかかる費用として、
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どっちも上がっている状況です。以前、国民年金のことでも御質問したと思うんですけれど

も、扶助費といってもいろんな費用があると思います。その中で、抑えられるところは抑え

ていこうと。しっかり手厚くしていかなければならないところにはしっかりかけていかなけ

ればならないと思いますけれども、ひとつ簡単──簡単じゃないですけど、削れるところは

どこかなと考えたときに、やっぱり頭に思い浮かぶのは、私は健康のことだと思います。健

康に注意して、しっかりと生活を続けていれば医療費の削減にもつながるんじゃないかなと

いうふうに考えています。 

 前の一般質問でも健康づくりの面で、もっとプラスの、例えば、医療費が1,000千円かか

っているところを、100千円の歩け歩け運動とか、いろんなことをして医療費を抑えていこ

う、そういう事業をしてほしいというふうに私は考えていたんですけれども、そういう面で

は、新年度になって何か大きくプラスの予算というか、そういうふうな予算はついているの

はありますかね。 

○副議長（松尾勝利君） 

 栗林保険健康課長。 

○保険健康課長（栗林雅彦君） 

 お答えいたします。 

 特別にプラスということではございませんけれども、もともとこういった運動でございま

すけれども、若いうちから運動を続けて、体の体重を保っていく等は食育の基本計画の中に

もずっとうたっているところでございまして、生まれたときから死ぬまで食べていくわけで

ございますが、こういったもので健康を守っていく。また、高齢者になりますと、やはりい

ろんな運動をやっていただくと。特に、県のほうからでも、今、ロコモ運動とか、さらに健

康づくり県ナンバーワンとかいった運動がずっと広がっていく。 

 特に、歩け歩けというのは、基本的にうちのほうでも国民健康保険のほうでいろんなこと

をやっております。例えば、メタボリックシンドロームの中で、いわゆる少し体内脂肪が高

いとかいう方に対しまして、健康教室というよりは、もちろん歩いていただく、あるいはい

ろんなエクササイズをしていただくということをお勧めいたしておりますが、なかなか進ん

でいないというのが現状でございます。 

 とにかくその方に御通知を差し上げて、参加をお願いしているわけでございますけれども、

今回も──もちろん参加された方はずっと続けられるということで、いわゆるサークルがで

きておりまして、歩け歩け運動を続けていきましょうといったような形でやっていらっしゃ

います方もたくさんいらっしゃるんですが、やはりこちらの呼びかけにお応えいただけない

という方が多いというのが現状でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（松尾勝利君） 
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 １番議員中村一尭君。 

○１番（中村一尭君） 

 ありがとうございます。いろいろ募集はしているけど、来ていただける方が少ないという

のは、今、日本の世の中を見てみると、民生費がだんだん上がっている状況にあります。そ

ういう中で、健康志向というのはすごく高まっていますね。例えば、今度、さが桜マラソン

が新しくフルマラソンが始まりますね。祐徳ロードレースもありました。鹿島市は今、いろ

んなところからマラソンの選手とかも引き入れて、健康アピールですね、スポーツもですけ

ど、スポーツ合宿も誘致して、そういった健康にも力を入れている状況の中で、やっぱりも

っと市民の皆さんが健康になるような事業をしてほしいなというふうな思いは私はずっとあ

ったんですね。東京マラソンもそうですし、そういう健康志向の中で、去年と同じようなで

すね、食育ももちろん大事なことと思いますけれども、もっともっと参加する人をふやして、

新しくしていくのが役割じゃないかなというふうに思いますけれども、そこら辺はどうなん

でしょうか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 迎市民部長。 

○市民部長（迎 和泉君） 

 私のほうからお答えをしたいと思います。 

 議員の御質問と論点が少し異なるかもしれませんが、体育面ということでの保健、体を守

っていく、健康ということもございますが、私たちが一番思っているのは、予防と早期発見

なんです。ですから、まず私たちは予算の枠はある程度確保しているんですが、実際、例え

ば、特定健診、これをいかにして余計受けていただくのか、この辺の工夫、どうするのか、

あるいは早期発見ということでいえば、がんの検診であるとか、あと健康診断ですね、それ

から予防という意味での予防接種、こういうものを市民の皆様に本当は100％受けていただ

きたいわけですが、なかなかその半分以下の状況でございます。 

 私たちも先般、実は国保の運営協議会というものがございまして、そこの中でも検討をさ

せていただきました。どういう方法があるでしょうかと。私たちもいろいろな呼びかけをし

ながら、自分の体を、健康を守ってもらうために健診を受けてくださいというふうなお願い、

何度もやっているんですけど、なかなかそれが結果につながってきませんというふうなお話

をさせていただいて、どういう方法があるでしょうかと。それについて、いろいろな御提案

も受けてきたところでございます。 

 まず、私たちもそういうふうな動きということはやっておりますし、議員の皆様方も一緒

に、やっぱり健康のためには健診を受けんばなんよとか、予防接種をしてくださいとか、そ

ういうことも私たちと一緒にお声かけでもしていただければ非常にありがたいと思います。 

 予算的にはかなりの額を想定して予算化をしているんですが、この部分を今後さらに受け
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ていただくようにということでのですね、そういうソフト面での動きというのは今後も続け

ていきたいと思っているところでございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 １番議員中村一尭君。 

○１番（中村一尭君） 

 ありがとうございます。大きな仕事として、予防と早期発見ということでおっしゃいまし

たけれども、もちろんそれも大事だと思うんですけど、私が言っているのは、予防と早期発

見の検査をするのももちろん大事なんですけれども、その前段階で健康なところにもっと注

意していれば、動いたり運動していれば、運動している人が病気になりにくいとかデータも

ありますよね。いろんなところでも健康のブームが起こっていますけれども、そういう費用

にも少しは回してほしいなということを言っているんです。もちろん予防も早期発見も──

それは予防じゃないんですか、健康とか歩いたりするのもですね。 

 そういうふうなことに今後力を入れていっていただきたいなというふうに考えております

ので、市民の皆さんの健康と長生きできるような体制をつくっていただきたいなという要望

をしてから、大綱質疑を終わります。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ほかに質疑ありませんか。２番議員稲富雅和君。 

○２番（稲富雅和君） 

 １点だけお伺いいたします。２番議員の稲富です。 

 一般会計予算についてですけれども、１ページのほうに職員数とあります。今後、25年度

に関しては244人に減少するという見込みであります。その中で、女性職員という位置も、

多いほうがいい、少ないほうがいい、いろいろ議論等はありますけれども、今、組織と職員

を比べるのはどうかと思いますけれども、ＰＴＡ会長だとか組織の中で女性が本当に活躍し

ている姿を見ているところであります。その中で、本当に女性の観点なり、そういうのも必

要だと思っております。 

 その中で、この執行部の中にも田中市民課長は女性一人で、本当にいろんな苦労なりなん

なりあったと思いますけれども、市民課はやはり市民の皆さんと接することが非常に多くて、

おもてなしという心も非常に大事じゃないかと思っております。その中で、非常に苦労され

た点とか女性が執行部の中に入っておられることで苦労された点、そしてまた組織で頑張っ

ておられる女性にエールなどあればお伺いしたいと思いますし、今後の職員で女性が本当に

どういう立ち位置がいいのか、そういうお考えがあればお聞きしたいと思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 田中市民課長。 

○市民課長（田中一枝君） 
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 ただいまの稲富議員の御質問にお答えすることになるかどうかはちょっとわかりませんけ

れども、突然の御質問でちょっと戸惑っております。 

 まず第１に、私が女性だからといって特に意識したということはほとんどございません。

それとあと、一番心がけているのは、やはり市民の皆様にどのように満足をしていただける

かというふうなことを一生懸命今まで考えてきましたし、それとあと本当皆さんの、ここで

一緒に働く方々はもちろんですけれども、いろんな方々に私は今まで助けられてまいりまし

たので、ただ、その方たちにどんなふうにして今からお返しができるかなというふうにちょ

っと今考えております。 

 それとあと、女性の方にどんなエールをというふうなことを言われましたけれども、そう

ですね、とにかく自分の立ち位置を一生懸命やっていれば、それでいいのではないかなとい

うふうに思います。結果はどうであれ、今、自分ができることを精いっぱいやっていくこと、

それが一番将来に向かって自分がどのように育っていくか、どこまでできるかというふうな

ことに結びつくのではないかと思います。それとあと、お互いの思いやりを常に心に持ちな

がら仕事ができればなというふうに思っております。 

 以上で、お答えになるかどうかわかりませんけれども。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ２番議員稲富雅和君。 

○２番（稲富雅和君） 

 ありがとうございました。 

 この職員の人事に関しては、副市長が先頭を切ってされていると思いますけれども、女性

はたくさんいらっしゃると、頑張っておられると思いますので、女性の観点等を含まれて今

後検討をしていただきたいと思います。 

 以上で終わります。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ほかに質疑ありませんか。10番議員福井正君。 

○10番（福井 正君） 

 10番福井でございます。大綱質疑ということでございますから、その趣旨に従って質問を

させていただきたいと思いますけれども、25年度の一般会計当初予算でございますが、ニ

ューディール構想関係で質問いたしますけれども、まず新世紀センター実施設計業務委託と

いうのが予算として47,000千円上がっておりますけれども、これから推察いたしまして、設

計費が大体５％として、約９億円か10億円ぐらいになるかなという気がいたしますけれども、

予定として、そういうことでよろしゅうございますか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 田代総務課長補佐。 
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○総務課長補佐（田代 章君） 

 ただいまの御質問にお答えをいたします。 

 新世紀センター、これはただいまおっしゃっていただいたように、約９億円の建設費を見

込んでおるところでございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 10番議員福井正君。 

○10番（福井 正君） 

 同じことでございますが、肥前鹿島駅舎改築・駅前広場整備事業ということで40,065千円

の予算がついていまして、これも設計委託と駅舎トイレの建設工事ということになっていま

すけれども、ここはちょっとこの設計委託とトイレと予算上どうなっているのか、教えてい

ただけますか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 森田まちなみ建設課長。 

○まちなみ建設課長（森田 博君） 

 駅舎のトイレと駅前広場の設計委託ですが、駅舎トイレの建設工事として30,000千円、そ

れから駅舎・駅前広場の基本設計委託料として10,000千円、こういう内訳になっております。 

○副議長（松尾勝利君） 

 10番議員福井正君。 

○10番（福井 正君） 

 10,000千円の設計委託ということになりますと、これも１億円程度かなという予測ができ

ます。それから、駅舎トイレの建設ということで30,000千円、これについても細かいことで

すからお聞きいたしませんけれども、何を言いたいのかといいますと、いわゆるピオの問題

がございまして、これがいわゆる当初予算にも実施設計は当然上がっておりませんでした。

ということは、６月以降になるということでございまして、実施設計がありまして、その後

に本体工事がなるかどうかという今後の問題でございますけれども、そうなりましたときに、

いわゆる新世紀センター、防災センターと駅前広場等が一緒の時期に工事にかかってしまう

ことがないのかなと。あと、福祉会館も当然かかってきますよね。そういうことで、予算的

にそこが厳しくなるんじゃないかなと。単年度に一遍に予算を集中して出さなければならな

いんじゃないかなということの懸念から、こういう質問をいたしておりますけれども、そう

いう可能性はございませんか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 打上企画課長。 

○企画課長（打上俊雄君） 

 時期の問題でございますが、２月18日の全員協議会でも全体的なスケジュールをお示しし
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ております。このスケジュールで主要な部分が重ならないようにということで一応考慮をし

ているつもりでございます。そういったことで、駅、新世紀センターは設計と28年度完成へ

向けての──若干そこは建設期間にも余裕もございますので、順番にいくには、鹿島市とし

ては市民交流プラザの建設、それから福祉会館の改修、そして新世紀センターという順番で、

建設工事が一挙に重ならないように、順番に計画的にやっていきたいというのがこの計画で

あります。 

○副議長（松尾勝利君） 

 10番議員福井正君。 

○10番（福井 正君） 

 私もそのスケジュールを見ながら実は質問しているわけでございますが、ひょっとしたら

順番が逆になるという可能性もあるのではないかなということで質問しています。逆になっ

てもいいと私は思いますけれども、ひょっとしたら一緒になったときが予算上かなり厳しく

なるんじゃないかなという懸念があるものですから質問いたしておりますけれども、そうい

うことはないということで理解してよろしゅうございますか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 御心配をいただいて、ありがとうございます。大事なことは、実は順序なんですよ。なぜ

一緒かというと、最も私たちのまちに有利に展開するには、最後が決まっていますので、だ

から、順序が大事なんですよ。おっしゃったように、ピオと福祉会館と新世紀センター、こ

れは想定された順序でいかないと、うまく回らないと。それは事情は御説明しなくても、既

に御承知だから、そういう御質問をしておられると思います。駅だけは実はこれに順序は関

係ないんですよね。別の工事で結構です。 

 したがって、できるだけ、全く一緒にやったらいけないかとはなりませんが、３つ一緒と

いうのは、工事するほうも大変ですが、実は全部押せ押せで転居をしていきます。引っ越し

ていきますので、かかわりがございます。 

 ついでに申し上げておきますと、駅の場合は既にそこに、さっき課長が答弁しましたよう

に、建設費の一部を組み込んであるんですよね。これはなぜかといいますと、万が一、我々

の想定が、仮にいわゆるリノベーションがうまくいかなくても、やっぱりトイレはやらんと

いかんだろうということで、そこに既に組み込んであると。交渉が最もハッピーといいます

か、うまくいった場合には、実はトイレまではひょっとしたらリノベーションの対策でかな

り有利な予算計上ができるかもしれないと。したがって、その場合には、実はその中でお願

いをしておりますトイレ部分については、補正のときに別の予算になるかもしれません。さ

らに対象になるかもしれないという含みを残しつつ、読み取っていただければと思いますけ
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れども。 

○副議長（松尾勝利君） 

 10番議員福井正君。 

○10番（福井 正君） 

 ぜひトイレもリノベーションにかかることを願っておりますけれども、この質問から変わ

りまして、国民健康保険特別会計でございますけれども、歳入だけです。国保税が実は前年

度よりも50,000千円少なく計上されておりますですよね。これがどういうことなのかなと。

例えば、国保の加入者が減ったのか、それとも税収見込みでそこら辺が減ってくるのかとい

うこと、いろいろあると思いますけど、そこはどうなんですか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 栗林保険健康課長。 

○保険健康課長（栗林雅彦君） 

 私のほうからお答えさせていただきます。 

 一応平成25年度当初予算では896,300千円ということで、平成24年度の当初予算は948,880

千円、おっしゃるとおり、52,550千円を減額いたしておりますが、今度の３月補正で実は国

保税のほうも50,000千円ほど減額をさせていただいております。基本的には国保の人員が減

っているというわけではなくて、やはりまだ経済情勢がそこまで伸びていないと。鹿島市の

状態が厳しい状態にあるということで、また全体的に今後の決算見込みを見まして、厳しい

状態での歳入というふうにとったところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 10番議員福井正君。 

○10番（福井 正君） 

 しかし、一般会計の当初予算では、いわゆる法人の市民税というのは増額になっています

よね。というのは、多分ある程度景気がよくなることを見越した増額だと私は思うんですけ

れども、そこら辺の整合性というのはどなたが答えていただけるんですかね。 

○副議長（松尾勝利君） 

 大代税務課長。 

○税務課長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 法人市民税は確かに平成24年度が当初予算で150,000千円、今回190,000千円ですので、増

収益を見込んで増額をしておりますけれども、この法人税の法人所得と、それと個人市民税

の所得というのは、一見、連動しているような感じを見受けられますけれども、法人にあっ

ては、そこで給与に配分するのか、内部留保するのか、また設備投資するのか、またそれぞ
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れ企業ごとで方針が変わってきますので、必ずしも法人税割がふえたからといって個人の所

得がふえるというふうには連動しないものではないかというふうに考えております。 

 国保についても、所得割というのは前年中の所得において課税されますので、減っている

というのは、確かに個人市民税は減少傾向にあるというのが事実でございます。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 10番議員福井正君。 

○10番（福井 正君） 

 これを議論してもどうしようもない。多分かたく見積もっていらっしゃる数字かなという

ふうには思っていますけれども、今の景気動向、日本全体を見てみますと、少しは上がって

きている状況になりますよね。ただ、去年の所得ということから見ますと、確かに低い状況

にあると思います。ですから、まだまだことしの今後の経済動向を見ないとわかりませんけ

れども、私は少しは上がってくるのではないかなというふうに思っておりますので、これも

税収が上がることをある程度期待いたしまして、終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ほかに質疑ありませんか。５番議員田一美君。 

○５番（田一美君） 

 ５番議員の田一美です。３点ほど質問させていただきます。 

 予算参考資料の６ページ、８ページ、いわゆる歳入歳出性質別にまとめていただいており

ますけれども、そのまず歳入予算、総額12,648,000千円の中で、いわゆる自主財源と言われ

る市税が2,879,000千円程度、率にして22.8％、これは対前年度比で約89,000千円ほど、率

にして3.2％伸びておりますけれども、これは先ほど福井議員から御質問がありましたよう

に、主な伸びが法人税ということで、ここ最近、安倍政権にかわりまして、いろんなものか

ら、コンクリート、ある程度民間経済が活性化するように、経済のかじ取りが変更なされて

きたんですけれども、片一方では、収入面で見ますと、毎年、地方交付税が減額計上される

中で、来年度予算でも１億円減少される中で、税収の89,000千円で何とか維持し、その中で

できるだけ国庫、あるいは県の補助事業等ができるものは活用して、何とか帳尻が合ってい

るようですけれども、それでもなお財源が足らないということで財政調整基金なり公共施設

建設基金、こういったものから繰入金170,000千円ほど繰り入れて、つじつまを合わせてあ

るわけです。 

 今後、ニューディール構想を10カ年で70億円かけてやるということなんでしょうけれども、

このニューディール構想を確実にやるためには、いかにして自主財源を伸ばすかということ

にかかってきますが、まず第１点の自主財源の確保対策について、市長、選挙に出るときに、
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やはり若者の働く場所、こういったものを確保する、そういった面で企業誘致等も掲げられ

たと思うんですけれども、ちょっとなかなか国内経済情勢からいくと景気が回復しない中で

の企業誘致というのは見込めないということで、かじ取りを少し変更されたかと思うんです

けれども、こういった企業誘致に対して今後どういった取り組みをされていくのか、まず第

１点をお伺いしたいと思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 お答えいたします。 

 これも前、お答えしたことあると思いますけど、一番いいのは、大きな企業を持ってきて

企業誘致に対応するということだと思いますけれども、幾つか試みましたけど、正直言って

うまくいかなかったんですよね、残念なことに。その理由はいろいろありますけれども、や

はり物づくりの企業を持ってくるというのは非常に難しいですね。それは一言で言えばロ

ケーションですよ。それともう１つは、全体として物づくりにそういうふうな形で投資をし

てくれるという傾向には今ございませんのでね。 

 したがって、やるとすれば、あと２つなんですね。１つは、物づくりじゃない企業を誘致

できるか。これはいまだにですね、つい先日も東京の、何というんですか、佐賀県でそれを

やっておられるポジションと私どもの職員が連絡をしまして、何といいますかね、そういう

ラインはつながっているんですけど、それが１番ですね。もう１つ残されているのは、域内

の企業、地場企業を育成していくと。それは雇用できる人数は少ないと思いますけれども、

数をこなせばやっていけるということだと思いますね。 

 それの一つ、二つ御紹介しますと、最近でいいますと、市役所の中で、市役所独自の職員

が発明しましたといったら御承知ですよね。マヨネーズ類似の食品でＳｏｉＳｏｉと言って

いますけれども、ああいうのを一定のレベルになったら民間にお渡しをして、そこで頑張っ

てもらうとか、それから間もなく操業が始まると思いますが、我がまちにいっぱいある孟宗

竹を使って炭をつくって、それを有効に使っていくとか、そういう企業の方がいろいろチャ

ンスがあれば、こちらでということが我々として対応できるのがあれば、積極的にそういう

ものに対応していきたいなと思っております。 

 だから、そういう意味では、地場産業を育成すると。それから、それに力を与えてくれる

ような、アイデアを与えてくれるようなパイプを使って、とにかくこっちへ来てくれるとい

うことだと思います。先ほどもちょっと御紹介ありましたけれども、それの一つのはしりが

スポーツ合宿でして、それは何も健康づくりというよりも、本当の狙いは子供たちにそうい

うものを見せたいというのと、実際そこに参加している選手たちがあるレベルの人たちです

から、いずれ年がふれば全国へ散っていくと。鹿島に対する興味、知識を持って散っていき
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ますから、彼らが何かしら我々のまちにそういうのを持ってきてくれないだろうかというこ

とを期待を込めて対応もしているというふうに理解をしていただくとありがたいんですけれ

ども。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ５番議員田一美君。 

○５番（田一美君） 

 どうもありがとうございました。なかなか企業誘致するにしても、やっぱり高速体系から

外れて、非常にそういった点、市長の力を利用して努力されているのはわかりますけれども、

企業から敬遠されていると。しかしながら、市内には若者が働きたくても働く場所がないと

いった形で、非常に苦労しているのが散見されます。そういった感じで、地場産業の育成と

いうことで、ぜひこれには力を入れていただきたいと思います。先ほど市長から御紹介があ

りました地場産の大豆を使った栄養豊富なマヨネーズＳｏｉＳｏｉ、ぜひこれは公的機関で

ある市役所が開発研究して、これを将来、市内の企業に生産していただくということで非常

に期待をいたしております。全国から注目されているような取り組みで、ぜひ成功をさせて、

こういった地場産業が発展していくような形に取り組みをぜひお願いいたします。 

 そこで、もう１点お尋ねですが、法人税の税収が今年度、24年度でも補正を上げて、25年

度当初、法人税で40,000千円、率にして26.7％というような感じで増収を上げられています

けれども、昨年度の当初から比較しますと、積算の根拠として法人数は620社から、今年度、

25年度では703社と、83社もふえているんですけれども、どういった事業内容、法人の課税

の対象としてふえているんでしょうか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 大代税務課長。 

○税務課長（大代昌浩君） 

 お答えします。 

 24年度の法人数が620社で、25年度の予算で703社ということですけれども、これは法人の

均等割の分で5,000千円ほど増額になっておりますので、法人数そのものは増にはなってい

ないんですけれども、均等割がかかった関係上、課税対象の法人数がふえたのではないかと

見ております。（244ページで訂正） 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ５番議員田一美君。 

○５番（田一美君） 

 わかりました。企業がそんなにふえるはずがないなと思ってですね、620社から703社とな

っておりましたので、説明を聞いて納得をいたしました。 
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 それから、歳入面で非常に伸び率として、使用料及び手数料が対前年度比で41,000千円

ふえて、率にして26％。その内訳を見ていますと、参考資料の20ページに使用料として約

38,000千円、率にして45.6％の伸びの理由として、定住促進住宅使用料31,920千円と。これ

は公団を市が買い入れて、今年度から市営住宅として貸し付けるものですけれども、３棟で

115戸ありますけれども、ここで予算計上された入居率、入居戸数ですね、この使用料を上

げられた入居率、戸数が何戸なのか。現在の入居、いわゆる公団から市が引き受ける前の入

居率、戸数からどのように反映されているのか、そこらをお願いします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 森田まちなみ建設課長。 

○まちなみ建設課長（森田 博君） 

 定住促進住宅につきましては、現在、入居者数が五十数戸だったと思います。予算に計上

しておりますのが115戸。といいますのは、５戸が政策的空き家ということで確保いたして

おりますので、120戸のうち115戸、全て満室ということで現在計上しております。これはあ

くまで私どもの努力目標という部分もございますが、できるだけ多くの方に住んでいただき

たいということで115戸を計上させていただいております。（233ページで訂正） 

○副議長（松尾勝利君） 

 ５番議員田一美君。 

○５番（田一美君） 

 公団から引き受けた住宅整備戸数120戸のうち115戸と。予備的な戸数５戸を除いて、一応

満室を目標としておられるということですけれども、非常にすばらしい目標、ぜひ実現して、

いろんな形での市外からの若者がこの住宅に入ってくるような対策をとって、ぜひ達成をし

ていただきたいと思います。 

 それからもう１点、歳出面でいろんな国、県の補助事業等を活用して取り組みをされてお

る中で、いわゆる小学校、中学校の校舎の耐震補強、あるいは構造整備事業に取り組んでい

ただいておりますけれども、特に25年度は七浦の１億円、それから昨年度から継続しておら

れます東部中の114,000千円、こういったものに取り組んでいただいていますけれども、こ

の小学校、中学校の耐震の取り組み状況ですね、実施率を、これまでと今後の計画をお尋ね

いたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 中島教育次長。 

○教育次長（中島 剛君） 

 お答えします。 

 まず、小・中学校の全ての棟数が40棟というふうになっています。そのうち、昭和56年度

から以降の分で耐震補強をしなくていい分、あと既に耐震補強工事をした分、合わせて今年
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度末で31棟になります。パーセンテージからいいますと、77.5％という形になります。 

 あと残っているのが、きのう補正で上げました西部中学校の中校舎、これは２棟でござい

ます。それと、体育館と体育館に続く──２階のほうは続いておりますので、これで２棟で

す。それと、東部中学校、来年度、再来年度にいたします改築工事、これは南棟と中棟２棟、

それと東部中学校の体育館が残っています。それとあと、実施設計を上げております鹿島小

学校と七浦小学校の２つとも体育館でございます。この９棟が残っております。27年度末に

は100％完了するということで進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 森田まちなみ建設課長。 

○まちなみ建設課長（森田 博君） 

 先ほど定住促進住宅の入居の件で御答弁差し上げましたけれども、115戸と申しましたけ

ど、115戸の８割で計上いたしております。したがいまして、現在、55戸が入居されており

まして、115戸の80％で、92戸を計上させていただいております。訂正のほど、よろしくお

願いします。済みませんでした。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ５番議員田一美君。 

○５番（田一美君） 

 さっき訂正していただいて納得しましたけれども、最初からそう入ってもらえるのかな、

55戸しか現在入っていないのに、115戸、倍もそんなにできるのかなとびっくりしたところ

で、８割相当計画ということで92戸、それでも38戸ぐらいですか、入ってもらわなくちゃな

りませんので、ぜひ確保をしていただいて、来年度以降、できるだけ100％の入居になるよ

うに努力をお願いしたいと思います。 

 それから、耐震の進捗状況、あと９棟、これから取り組んでいくということで、27年度に

は100％ということで、これはいち早く口市長も取り組んでいただいて、27年度には100％

になるということで、ぜひ確実に有利な国等の制度資金、あるいは交付金等を活用しながら

実施をしていただきたいと。これを追って、民間のビル等についても、そういった耐震の義

務づけ、そういったものが追って出てきて、そういったやつに対する行政の対応というもの

も今後見込まれますので、できるだけ公的施設の耐震整備について確実にやっていただきた

いというふうに思います。 

 それから、もう１点だけですけれども、歳出の面で、そういった公共事業、ニューディー

ル構想のほかに、もう１つ大きな今後の歳出が見込まれる、いわゆる都市計画街路の整備に

ついて、都市計画マスタープランをつくって四十数年たって実施率が40％ということで、今

年度、25年度予算で都市計画マスタープラン改定予算として25年度、26年度の債務負担行為
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として15,000千円ほど予算を組んでおられますけれども、これまでの24年度までのマスター

プランの取り組み状況と、このマスタープランを今度は都市計画審議会として実施に移され

る、公表されていくと思うんですけれども、これまでの取り組みと今後の取り組み、見込み

についてお尋ねをいたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 森田まちなみ建設課長。 

○まちなみ建設課長（森田 博君） 

 都市計画マスタープランでございますが、24年度、25年度、26年度、３カ年かけて現在実

施中でございます。平成24年度につきましては、今、本市の現況把握、人口の推計とか、い

ろんな数値を現在データを分析しているところでございます。もう１点が市民アンケート、

現在、約1,800名の市民の方にアンケートを実施しております。今、その回答がずっと送ら

れてきておりますので、これを集計しまして、市民の皆さん方のどのようなニーズがあるの

か、この辺を分析し、平成24年度で課題を抽出して施策に持っていきたいというように考え

ています。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ５番議員田一美君。 

○５番（田一美君） 

 24年度にマスタープランの策定委託料を予算計上されて、その後の取り組み状況が我々議

会等に対しても説明がなくて、どういった形で進めていたのかな。そして、市民の皆さんの

意向がどういうふうに反映されているのか、ちょっと心配になりまして、アンケート調査を

やって、集計、そしてこれからニーズを把握して取り組んでいくということで、ちょっと安

心しました。ちょっとそこら辺のですね、我々、都市計画の見直しを一言で言ったけれども、

これから本当の鹿島の将来のまちづくりのためにどうあるべきかということは、やはり市民

の皆さん、いわゆる都市計画というのは市民の大切な財産をある一定の制約をしながら、協

力を得ながら立派なまちづくりに貢献する計画ですので、これからそういった課題等を抽出

しながら、市民の皆さん、あるいは議会と十分議論をしながら、すばらしい将来の佐賀県南

西部の中核都市となり得るような形で、いろんな形で、やっと鹿島がそういった中核都市を

目指して動き出しておりますので、我々議会としても後押ししながら、また議論をしながら

やっていきたいと思いますので、ひとつよろしくお願いします。 

 これで質問を終わらせていただきます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ここで10分程度休憩します。午後２時30分から再開いたします。 

午後２時22分 休憩 

午後２時30分 再開 



- 235 - 

鹿島市議会会議録 

○副議長（松尾勝利君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、議案審議を続けます。 

 質疑ありませんか。６番議員伊東茂君。 

○６番（伊東 茂君） 

 ６番議員の伊東です。大綱質疑ということですので、全体的なことですが、この参考資料

の最初に書いてあるように、ことしの一般会計、ニューディール構想、これが中心かなと。

よく国のほうでは予算が決まると何とか予算と名前をつけますが、今回は鹿島もニューデ

ィール新年度予算というふうな形になるのかなと思っております。 

 先ほどほかの議員の方から質問にあったように、やっぱり一番懸念されるのは、事業が単

年度の中で重複をしていくというところですよね。計画を見せていただいた分で、特にこの

25年度が設計に係るそういうふうな実施設計というところが幾つか出てきたように思われる

んです。もちろんこういうふうに事業を進めること、それは私は市としてやっていくべきだ

と思っております。しかし、そういう中、今回のピオのことの反省点も踏まえて、ここはそ

れに着手する前に、市民の方に説明をしておかなければならない時期というのはやっぱり来

ると思うんですね。新世紀センターのことにしろ、それから市民会館のことにしろ、駅前の

ことにしろ。そこのあたり、どこの担当課になるのかわかりませんが、そういうふうなのを

あのスケジュールとあわせたように、市民への説明というところを考えていらっしゃるのか。

どなたにお聞きすればいいのかわかりませんが、御答弁をいただきたいと思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 打上企画課長。 

○企画課長（打上俊雄君） 

 昨日の議案審議の中でも市長のほうからも地区別にまちづくりの懇談会等、名称はちょっ

とわかりませんけど、そういった趣旨で市長も出席をして答えたいというふうに言っていま

した。これは当然ピオの問題に限ったことではないということで、これは鹿島市のまちづく

り全体、特に総合計画とかニューディール構想ですね、その中で、ピオだけじゃなく、駅も

あります、それから定住促進住宅のこともあります、警察署もあります。そういったことで、

総合的な中で市長を交えたまちづくりの懇談会、まずそこからスタートし、鹿島市としては

こういった事業を持っていくといったものをまずはお示しをしたいと思います。 

 そして、市長の私的懇話会でありますけど、まちづくり懇話会、こういったものも有効に

活用し、まちづくり懇話会でもって市民に説明したことになるということではありませんけ

れども、少なくともいろんな市内の団体とか、まちづくり団体の方も代表を出してもらって

いますので、そういったところも生かしながら、住民の皆様の意見、市民の皆様の意見、そ

ういったものを十分にお聞きする、また私たちの政策提案を行う、そういった場面は十分に

設けたいというふうに思っております。 
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○副議長（松尾勝利君） 

 ６番議員伊東茂君。 

○６番（伊東 茂君） 

 ありがとうございます。打上課長が素早く御答弁をいただいたということは、やる気満々

という気持ちも感じます。やはりこのニューディール構想、それと市民の方からの御意見等

を聞いていると、期待と不安が交差をしていくような、何かそういう事業のような感じにも

時にはとれるような気もいたします。しっかりとそこのあたりを間違わないように、４月か

ら行われる６地区でのそういうふうな意見交換会、ここではさまざまな御意見が出てくるだ

ろうと思います。もちろん批判的なことは当然出てくるだろうと思います。そこのあたりを

しっかりと受けとめていただきたいと思います。 

 次に、今回の予算の中で、商工のほうなんですけど、私は何かの機会に一回質問したと思

いますが、非常に気になっているのが、３月いっぱいで廃止になる中小企業金融円滑化法、

これは県議会でも取り上げられたりしていると思うんですが、私は商工会議所のほうにもこ

れはどういうふうな対策を練っているのかとお聞きをしました。もしかしたら、一気に今の

借り入れをしている企業等がこれをまた新しく継続したりとか、そういうふうなときに、う

まく運転資金等が回っていくのか、ここのあたりが非常に気になるところなんですね。私、

自分のところも関係をしている地元の銀行の２社にも聞いてみました。そこのあたりはそん

なに心配することはないと思いますが、ただ、ある程度の行政からの支援というのも必要な

んじゃないかなと思うんですね。 

 ですから、そこのあたり、本当に間近に迫った法の廃止になりますが、どういうふうな対

策を練っていらっしゃいますか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 有森商工観光課長。 

○商工観光課長（有森滋樹君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 そのことにつきましては、我々も不安に思っておりました。そういうところに、福岡財務

支局のほうから「中小企業金融円滑化法の期限到来に当たって講ずる総合的な対策」という

ことで、２月20日付でお知らせがあっております。その中身を申しますと、国においても、

都道府県においても、企業向け、金融機関向けに説明会を開催されているようでございます。 

 ただ、一番気になっておりますのは、期限切れ後、金融機関の対応がどうなのかというこ

とでございますけれども、国のほうから検査・監督の方針ということで掲げられておりまし

て、金融機関の役割といたしまして、金融機関が貸し付け条件の変更等や円滑な資金供給に

努めるべきということは円滑化法の期限到来後においても何ら変わりませんということで、

国のほうからもそういうふうに言っていただいております。ただ、実際、中小企業の方たち
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は不安に思っておられるということがございますので、会議所等とも相談しながら今進めて

いるところでございます。現在、県のほうで相談の窓口があっているようでございます。今

後もこのような推移を注視しながら、本来どういうふうにしていけばいいかということを考

えていきたいと思っております。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ６番議員伊東茂君。 

○６番（伊東 茂君） 

 有森課長、ありがとうございます。早速そういうふうに調べていただいて、２月20日付で

そういうふうな文書も回ってきたということで、これで胸をなでおろしていいのかどうか、

よくわかりませんが、鹿島の中のいろんな製造業とかなんとかは中小企業がやはり多いわけ

ですよね。商店街の中にも、そういうふうな法人化されているところがやっぱりあるわけで

すよね。従業員数は10人未満でも、していらっしゃるとか。私も商店街の中にいて、やはり

そこのあたりを聞かれるんですよ、大丈夫やろうかと。正直なところ、中心商店街というの

は通りが５つあるわけですが、スカイロードや、さくら通り、新町商店街、稲荷、新天町と。

この中に飲食業もあります。皆さん方も実感でわかるように、これは厳しいですよ。特に、

ほとんどのところが言っていらっしゃるのが、昨年の12月の総選挙から、あそこから一気に

冷え込んで、12月、１月、２月、ここは非常に悪いと。これはどこもおっしゃっています。

そういう中で、この中小企業金融円滑化法の廃止というのが来ると、やはり心配するところ

は大きいわけですね。 

 ですから、これからも本当にスムーズに貸し付け条件の変更等がいくように、行政のほう

からも商工会議所、そして銀行等にも足を運んでいただいて、しっかりとそういうふうなア

ドバイス等ができるようにやっていただきたいと思います。これはお願いということにして

おきたいと思います。 

 あと、小さいところはいっぱいありますが、これは審査のときで結構だろうと思います。 

 今のところ、課長、よろしくお願いしておきます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 有森商工観光課長。 

○商工観光課長（有森滋樹君） 

 今月中にも預託金の打ち合わせを金融機関を入れてするようにしておりますので、その席

上でもそのことについては念を押しておきたいと思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ほかに質疑ありませんか。７番議員松本末治君。 

○７番（松本末治君） 

 ７番松本末治です。二、三お尋ねをいたします。大綱から外れたときは御指導をよろしく
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お願いします。 

 まず総体的に、どなたが答弁していただいても結構ですけれども、定住促進対策という観

点から、昨日は間違えましたけれども、平成27年、人口３万1,000人という目標が立ってお

ります。そういうところで、いろんな各部署で少子化対策なり住宅対策とかあったと思いま

すけれども、これは私のところでは一番大きな定住促進対策ですよというのを、各課長でも

結構ですから、答弁いただきたいと思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 森田まちなみ建設課長。 

○まちなみ建設課長（森田 博君） 

 定住促進対策につきましては、定住促進住宅を管理しておりますまちなみ建設課のほうか

ら答弁させていただきますけれども、先ほども御質問がありましたように、定住促進住宅に

つきましては、現在、55戸の方が入居されておりまして、まだ約60戸程度の空き室がござい

ます。これにつきまして、今、入居の募集をかけております。なかなか思うように進捗して

いないわけでして、今後もさらにこれについては定住促進のためにいろんな方策を練って、

できるだけ多くの方に住んでいただくように頑張っていきたいというように思っております。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 有森商工観光課長。 

○商工観光課長（有森滋樹君） 

 私のほうからは、雇用促進というイメージが強いですけれども、企業誘致の面で説明させ

ていただきたいと思います。 

 企業誘致をした場合に、企業さんが来ていただきましたら助成金をお支払いしております。

その中で、雇用奨励金というのがございます。それは鹿島市に在住の方を雇用していただけ

れば、１人当たり500千円をお支払いするということになっておりますけれども、もともと

よそに住んでいた方が鹿島に引っ越しをされたという場合も雇用奨励金を払うということに

いたしておりますので、その分で定住が進んでいくものではないかというふうに期待してい

るところでございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 打上企画課長。 

○企画課長（打上俊雄君） 

 私のほうからは、鹿島ニューディール構想における鹿島シビックセンター再整備構想の中

心市街地への公的施設の移転という視点で、このニューディール構想の中で目指すものとし

て大きな３つがあります。中心市街地の再生、活性化、２つ目が国、県の現地機関の再整備

計画への対応、３つ目が防災・減災への備えであります。こういったものを総合的に計画的
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に実施していく。特に、中心市街地へ公的施設を移し、中心市街地の住環境を整えて、中心

市街地の空洞化を防止し、中心市街地へ人がなるべく住むように誘導していく、そういった

ものがこのニューディール構想のシビックセンター再整備でも目指しております。そういっ

たもので、中心市街地の新しい視点での活性化のあり方をこのシビックセンター再整備構想

で推進していきたいというふうに思っております。 

○副議長（松尾勝利君） 

 中川産業部長。 

○産業部長（中川 宏君） 

 何人も発言されておりますので、私のほうからも発言させていただきます。 

 まず、基本は１次産業の再生、それしかないと思っています。その手法としては、農業の

基盤をどういう形で持っていくかということもありますが、農商工連携、そして６次産業の

推進の中で、新規就農者とか起業家の方、そういう方たちが鹿島に来ていただく、また残っ

ていただく、そういう施策が重要ではないかと思っています。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 橋村福祉事務所長。 

○福祉事務所長（橋村 勉君） 

 私のほうからは、定住対策の中の少子化対策という分野でお答えしたいと思います。 

 議員も当然御存じのとおり、この少子化対策につきましては、やっぱり安心して子育てを

できる、産み育てることができる環境の整備というふうなことが大きな柱になってくるかと

思います。大きくは子育て支援と保育サービスの充実というふうなことで、例えば、子育て

支援につきましては、子どもの医療費助成の拡大とか、具体的にはいろいろあるかと思いま

すけれども、子育て支援と保育サービスの充実ということで定住化対策の柱として今後取り

組みたいと思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 栗林保険健康課長。 

○保険健康課長（栗林雅彦君） 

 私のほうからは、妊娠をされました瞬間からの子育て、14枚のいわゆる妊婦健診券を差し

上げております。もちろんその後、生まれましてからも乳幼児教室、その他予防接種等、と

にかくいろんな病等から子供を守り育て、最後には介護にならないように一生懸命運動して

いただいて、それを予防するということで、こういった形での予防のほうの力を入れていき

たいというふうに思います。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 



- 240 - 

鹿島市議会会議録 

 ７番議員松本末治君。 

○７番（松本末治君） 

 ありがとうございました。６部課長から答弁いただきまして、一般質問の裁量にさせてい

ただきたいと思います。 

 続きまして、交流人口の対策ということで、先ほど市長からも大学の駅伝部の合宿とかと

いうようなことでの目的意識をちょっとだけ披瀝されましたけれども、やはりなかなか人口

増というのは難しいわけで、今のところ３万1,000人をいかにして維持するかというところ

だろうと思います。 

 そこで、交流人口をふやして、それが定住化へということが一番肝要なところじゃなかろ

うかと思っておりますので、これはいろいろですね、各課ではなかろうと思いますけれども、

交流人口をふやす対策ということで、今回、幾らか予算が上がっておったと思いますので、

その点、交流人口についての生涯学習課なり商工観光課なり、答弁あればお願いします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 土井生涯学習課長。 

○生涯学習課長（土井正昭君） 

 お答えをいたします。 

 確かに先ほど市長が申しましたように、スポーツ合宿、これはまさに目的が市民の方にス

ポーツについて関心を深めていただくということと多様な交流の機会の増大によって地域の

活性化を図るために、鹿島市において市外の団体、今のところは箱根駅伝で有名な大学を誘

致しているということで、今、取り組んでいるところであります。 

 そういったことで、今年度当初予算では、申しわけありません。訂正をさせていただきま

したけど、4,100千円ということで計上しているところであります。 

 成果として、きのうも申し上げましたけれども、今、九州国際大学とか九電工の女子陸上

部とか、そういった形で、こちらからお声かけをしなくても向こうのほうから、鹿島でこう

いったことに取り組んでいらっしゃるので、ぜひ合宿を行いたいということで広がりが出て

きておりますので、今のところ順調に交流人口の拡大には資しているものと思っております。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 中川産業部長。 

○産業部長（中川 宏君） 

 私のほうから産業部での交流人口対策ということで、来年度の予算の中でいえば、資料の

ほうの44ページ、45ページに上げているわけでございますけれども、順番でお答えさせてい

ただくならば、活性化施設の目的の中に、これは大きくは農業の活性化ということになるわ

けですけれども、基本なんですけれども、この中に組み込んでおりますのが観光、ニュー
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ツーリズム、観光農園等を近郊で営まれている方たちがあります。そういうのの支援、そう

いうのはここでできないかということを考えております。 

 それから、商工観光課のほうでは常にいろんなことを考えているわけですけれども、今度

の30日、31日の門前商店街、今、門前商店街の中の動きが、少しずつですけれども、ありが

たいことに動いていらっしゃると感じております。300万人からの参拝客がある中で、門前

商店街のほうにお客さんが来ていない状況があるのは、本当に長年の課題であると思います。

その中で、門前商店街の方たちが、やはり何とかせにゃいかんという思いの中で動きを示さ

れておる状況です。これはやはり大きいことになるのかなと思っています。一つ一つクリア

しなきゃいけない課題はいっぱいありますけれども、例えば、昔から言われていることです

けれども、本当に目玉になるような商品がないのか、食べ物はないのか、そういうことを商

店街の中で考えていらっしゃる、そういうことが実現できればと思っております。 

 それから、道の駅の全国大会、こういうのも鹿島のファンづくりという意味合いで全国に

ＰＲできますので、そういう形での一人でも鹿島のファンになっていただければ、その方が

鹿島をＰＲしていただく、またそれが広がっていく。やはり交流人口というのは、今のよう

にソーシャルネットワークサービスの広がり、情報の発信が激しい中では、やはり口コミと

いうことは非常に重要だと思います。そのために、やはり鹿島というのはこういうまちで、

これだけのおもてなしができるよという発信のいいイベント──いいイベントと言うぎいけ

ないですけれども、取り組みになるのではないかと思っております。 

 食のちからネットワーク事業、これも鹿島のファンづくり。ファンがあってこそ、産業の

基盤づくりでもあるわけですけれども、こういうのがあってこそ、鹿島のほうに来ていただ

いて、鹿島の農産品を知っていただいて、そしてそれをどうにか、うちの若者たち、鹿島の

若者たちと触れ合っていただいて、例えば、仲卸の方たちがうちの食品を知っていただいて、

ファンになっていただいて、そいぎ鹿島の別のところに行ってみようというような感覚

でＰＲをしていただく、そういうことが交流人口の増につながっていけばと思っていると

ころです。 

 目的とするところは、ここに上げているのは違う部分もあるかもしれませんが、結果とし

て交流人口の増につながっていければという思いでおります。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 平石建設環境部長。 

○建設環境部長（平石和弘君） 

 建設環境部のほうでは、肥前浜宿、ここにおきます環境整備事業ということで新年度で予

算計上をさせていただいております。これは地元のほうから、観光客の増加、これに対する

要望ということで、実は団体の皆様を受け入れる駐車場でありますとか、あとはトイレの問
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題ですね、こういったこれから必要なものであるということでの要望があってございました。

これも庁内における検討を重ねまして、これはやはり必要だろうというところでの予算計上

をさせていただいておりますので、これを推進してまいりたいというふうに思っております。

３月30日、31日に鹿島酒蔵ツーリズム2013が開催されますし、それにあわせまして第11回の

花と酒まつり、あるいは第７回の発酵まつり、そういったことで、今回には間に合いません

けれども、順調に推進していって、用地の市としての確保ができればなと、そういうつもり

でおります。 

 あと、先ほど定住というところで、定住、いわゆる旧雇用促進住宅の件ですけれども、先

ほど課長からありましたように、なかなか外からの転入者の方の募集というのが思うとおり

にいっていないようでございます。これは私たちのＰＲ、宣伝不足ということもあるようで

ございます。これへの対応といたしまして、実は新聞社の生活情報誌、３月15日に新聞のほ

うに折り込むというふうな手だてを考えております。この際には、今度の30日、31日の鹿島

酒蔵ツーリズムも一緒にＰＲというような形で大きく出したいと。加えて４月１日には、や

はりこれも新聞のほうを活用してＰＲと、そういうようなことで、ぜひあそこの住宅が早く

満室になるようなことで推進をしていきたいと思っております。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 有森商工観光課長。 

○商工観光課長（有森滋樹君） 

 少し補足をさせていただきたいと思います。それは酒蔵ツーリズムについてでございます。 

 酒蔵ツーリズムは、今、国酒プロジェクトということで国が力を入れてきておりますけれ

ども、その中で、国が酒蔵ツーリズム推進協議会という全国組織をするようになっておりま

す。その中で、自治体を代表して、市からうちの市長が委員として参加するようになってお

ります。全体の自治体で、全国で３つです。兵庫県、京都府、鹿島市というところで選ばれ

ておりますので、全国的にも注目をしてきております。 

 そういうことで、この酒蔵ツーリズムを中心として交流人口の増、観光客誘致に努めてい

きたいと思っております。特に、３月30日、31日のイベントではありますけれども、それは

あくまでもイベントでありまして、我々が求めていきたいのは、一年を通じて酒蔵を中心に

お客様に来ていただきたいということで、いろいろな方策を考えていきたいと考えておりま

す。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ７番議員松本末治君。 

○７番（松本末治君） 

 ありがとうございました。交流人口、本当にうまく活用すれば定住化へというようなこと
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じゃなかろうかと思いますので、ぜひ全国レベルでの酒蔵ツーリズム等々がありますし、最

初、中川部長が答弁ありました門前商店街の取り組みがよくなってきたというような感じで

私は聞きましたけれども、本当に商店街全体での取り組みというのが必要じゃなかろうかと

いう思いがします。スカイロードにしろ、さくら通りにしろ、やはりかなり頑張っておられ

る商店の人もあるわけですから、やはりみんなでやろいさというような形を行政のほうから

しっかりサポートしていただいて、有森商工観光課長の元気で、そういうようなところまで

持ち上げていただければというような思いでおります。よろしくお願いをしたいと思います。 

 最後に、先ほど１次産業の件で少し中川部長のほうからありましたけれども、中村農林水

産課長に産業振興についてお尋ねをいたしたいと思います。 

 本当に厳しい環境の中にありますし、ＴＰＰというのもなかなか課題が大きいわけですけ

れども、難しい状況の中にあるんじゃなかろうかと思います。経済界の経済的な環境という

のは、円安で少しはよくなってきているというようなこともありますけれども、逆に、実際、

農業関係で使われる燃油等については逆の効果が出ているというような点もあります。 

 そういうことで、今後、１次産業の振興において、鹿島における思いというか、中村農林

水産課長、ちょうど丸１年過ぎたわけですかね。２年目、実力発揮の年だろうと思いますの

で、その予算が通りつつあるわけですので、第１次産業を中村課長が過去に農林水産課で長

く下地をつくってこられたと思っておりますので、いろんな形で思いがあろうかと思います。

本当に厳しい中ですけれども、先進的な農家というのはしっかり設けている方もあるわけで

すよね。農林水産大臣賞をとられる方もありますので、そういう人たちのサポートというか、

やはりそういう人を目標にして、みんなが頑張ってもらえば、鹿島の１次産業も再興できる

だろうし、鹿島のまちもにぎわってくるんじゃなかろうかと思いますから、課長の思いをお

尋ねいたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 中村農林水産課長。 

○農林水産課長（中村信昭君） 

 お答えいたします。 

 非常に大きな問題で、ちょっとどう答えていいか迷っておりますけれども、今、今年度予

算でいろいろ項目がありまして、中山間地域直接支払とか農地・水とか、底辺といいますか、

農地を保全される方に対する支援というのも非常に重要なことだと思いますけれども、先ほ

どありましたように、やる気のある方ですね、先進的農家に対する支援も必要じゃないかと

思っております。 

 それで、先ほどありましたように、重油高騰対策ですね、１つの例ですけれども、これも

ハウスを建てられて、より高級な品質の農産品をつくるということで設備投資をして努力を

されておりますので、そういう方たちに対して、国の政策ではありますけれども、基金を創
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設して基準価格を超えた分の２分の１を国が補塡するということで、重油価格が高くなった

場合ですけれども、その点の補塡とか、こういう事業もやる気のある農家の方に対する支援

だと思っております。 

 非常に大きな問題ですけど、まだまだ勉強不足ですので、これくらいでお願いいたしたい

と思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ７番議員松本末治君。 

○７番（松本末治君） 

 ありがとうございました。残りは一般質問でお尋ねしますので、よろしくお願いしたいと

思いますけれども、本当に厳しい、厳しいと言ってはどがんしゅうなかとやろうと思います

けれども、やはりいろんな形で鹿島がにぎわいを取り戻しつつある中でありますので、執行

部の皆さん、また我々議員もしっかり鹿島市の再生のためには頑張っていかにゃいかんこと

だというような思いでおります。そういうことで、先ほど燃油対策等についても触れていた

だきましたけれども、今度の24年度補正予算で国のほうも考えてもらっておるし、ＪＡさが

でもそういう対策をとるんだということで考えておられます。 

 やはりこれは１次産業というのは農業だけじゃなくして、漁業でもかなりの油をたい

ております。今、ノリ１枚の単価というのはそれほど高くないんじゃなかろうかと思いま

すけれども、どれぐらいノリの乾燥で油をたきよるですかというと、稲富議員が20キロぐ

らいはたきよるじゃろうというようなことですけれども、20キロというと、100円になり

ますから2,000千円なんですよね。先ほど施設園芸の話もありましたけれども、やはり20キ

ロ、25キロぐらい施設園芸でもたきますから、90円の単価が100円になりますと、すぐ100千

円、200千円という経費が上乗せされるというような状況にありますので、そういうことも

踏まえて、いろんな形での対応をお願いすることが多いだろうと思いますけれども、鹿島の

発展のために、また本当に交流人口が鹿島に来て、鹿島の空気のよかね、水のおいしかねと

いうことだけじゃなくて、食べる食事が本当においしい、またそれに増して鹿島の人は人情

があって温かくて、鹿島の人と結婚したいな、鹿島に来たいなというような鹿島づくりに頑

張っていただけることをお願いして、終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ここで田議員に対する答弁の訂正の申し出があっております。これを許します。大代税

務課長。 

○税務課長（大代昌浩君） 

 先ほど田議員の法人数のことでの質問で、私が法人数の均等割の数の違いであるとお答

えしましたけれども、実際は平成24年度と平成25年度の違いは、認可地縁団体、それから社

団法人、財団法人、任意団体、それから特定非営利法人、これらの法人が24年度までは申告
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不要であったんですけれども、平成25年度から申告して減免をするという扱いになりました

ので、この違いが83ほどあるということでございますので、おわびして訂正を申し上げます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 12番議員橋爪敏君。 

○12番（橋爪 敏君） 

 12番橋爪です。３点ほどお伺いしますが、一問１回で終わります。 

 ３年前に民主党政権になりましてから、投資的補助金ですね、投資的な補助金、これがひ

もつき補助金を段階的に廃止いたしまして、地域の自由裁量を拡大するため、23年度から地

域自主戦略交付金ということを想定されまして、第１段階が23年度から県段階、昨年度は主

要政令都市、ことしからが大体市町村となっておったようですけれども、自民党政権になり

ましてから、この一括交付金化を廃止ということになったようでございますが、今後、こち

らのほうにはどういう形で来るのか、お伺いをいたします。内容的には、社会資本整備総合

交付金等でございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 森田まちなみ建設課長。 

○まちなみ建設課長（森田 博君） 

 自主戦略交付金でございますが、議員申されるとおり、平成25年度から市町におりてくる

ようになっておりました。確かに自民党政権になりまして、一括交付金はなくなるというこ

とでなっておりますが、現在、社会資本整備総合交付金につきましては、従来どおり補助率

が50％、それから財政状況に応じて60％まで引き上げられるというふうになっております。

平成25年度につきましては、本市の場合は補助率が60％ということになっております。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 12番議員橋爪敏君。 

○12番（橋爪 敏君） 

 それでは、２点目をお伺いいたします。 

 農林水産業費ですかね、24年度は662,000千円、全体の比率の6.3％、25年度は774,000千

円、6.1％ふえておるわけで、かなり増額をしてもらっておるわけですが、先ほど課長のほ

うからもありましたように、農林水産予算はいろいろ国の事業を含めて大きな事業も今まで

あっておりましたけれども、この前、市長のほうから演告でも説明をしていただきましたよ

うに、鹿島市農業振興のための拠点施設というようなことで、活性化施設の整備の予算も計

上されております。そういうことで、これはことしからでございますので、その目的、内容

を、ポイントでも結構ですから、お伺いをしたいと思います。 

○副議長（松尾勝利君） 
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 中川産業部長。 

○産業部長（中川 宏君） 

 お答えいたします。 

 取り組みの内容ですけれども、市長演告の中でも３点上げてありましたけれども、まず地

域農業の再生に向けた取り組みということで、基本的に試験研究施設としての位置づけをし

たいと思っています。そこで、今、去年おととしから予算をいただいて動いています新規作

物等の実証実験とか指導とか、そういう形ができないかということ、それから既存品目の高

品質化、そういうことができないかということをそこでやらせていただければと思っていま

す。それから、農業者の方たちの研修の場所になればと思っています。 

 それから、２点目が６次産業、農商工連携の推進に向けた取り組みでございます。１次加

工の研究の場所、そのためには多くの機材が必要になってくるわけですけれども、例えば、

自宅ではとても挑戦ができないということで、その活性化施設に行けば、例えば、急速冷凍

庫とか遠赤外線の乾燥機とか、そういうのがあって、試してみようと。試してみて、１次産

品がどんな形で加工品になれるのかということが、そこに行けばできるような形の研究をし

ていただける場所になればと思っています。 

 それから、やはり鹿島の食、何か鹿島はこれだよというのをここで研究いただければ。ち

ょっと欲張りかもしれませんが、そういうことまでここでできないかということで思ってお

ります。 

 とにかく加工の実験、それから１次産業の新規作物等の研究、そういうことができないか。 

 それと３つ目が、先ほど申しましたが、観光資源としての活用です。ここに体験型観光農

園とかで、よそから農業体験をしていただくような方が来ていただけないか。それから、子

供たちにとっては、ここで農を体験していただくという形ができないかということ。それか

ら、もう１つ言えば、精神的に農業というのがケア効果がある。この農業をすることが精神

安定を求める場所になっていると、そういうことの医療とのつながりができないかというよ

うなことを考えております。 

 中身ですけれども、今、県の御協力をいただきまして、県と打ち合わせをいろいろやって

おります。その大きさが基本的に決まっています。最大面積330平米の中で、施設をどんな

ものを入れていくかということになります。１番は、やはり加工室、それと調理実習室です

ね。──加工室になります。済みません。それから、研修室、それとホール、そこに鹿島の

物を展示して、売れるものは売っていくと、そういう形ができればということで思っており

ます。この辺の面積の、その３つが主な施設の内容になってきます。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 12番議員橋爪敏君。 
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○12番（橋爪 敏君） 

 ３点目は、市長の御所見をお伺いできればと思いますが、今度、自民党政権の安倍総理に

なりましてから、アベノミクスということで３本の矢、１つが財政出動、２つ目が金融緩和、

これは将来、物価上昇の目標を２％、それから３番目が成長戦略ということを打ち出された

わけでございますが、現在は円安、それから株高ということで、いい方向にも向いていると

思いますが、反面、先ほどもちょっと話が出ましたけれども、ガソリン価格は３カ月前と比

べるとかなり上昇しておりますし、特に農家がハウスのミカンやらイチゴその他に使います

Ａ重油、これは３カ月前、90円ぐらいしておったのが、きょう聞いてみますと98円と、非常

にハウス農家は悲鳴を上げておられます。 

 そういう中で、今度、このアベノミクスが鹿島市の経済を含めて、いろいろな面で影響が

あると思いますので、どういう影響があると思われるか、市長の御所見を最後にお伺いして

おきたいと思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 お答えいたします。 

 長期的なことは別としまして、ちょうど政権交代後、一月ぐらいたったときに東京に行き

まして、たまたま機会があったということもありますし、市として道路のことを役所の最高

幹部の方と、それから与党の幹部の方とお話をするチャンスがありましたときに、道路以外

のことで申し上げたことをちょっと御紹介して、お答えにかえたいと思いますが、その時点

で、世の中は株高とか円安とかいって、どうも新聞の論調を含めて、何かいいこと花盛りみ

たいなことで展開をされていると。しかし、私たちのまちは全然反対ですよと。１つは、ち

ょうど今、議員がおっしゃったように、実際、農業の経営に当たっておられる方と話をした

ら、価格は上がらないのに、使っている資材の価格はすぐ円安に影響されてどんどん上が

ってきていると。本当は逆じゃないですかと。所得が上がることによってデフレ解消の

ルートができるのに、消費のほうを下げて、国内需要が先に落ち込むようだと、本当にうま

くいかないんじゃないですか。かてて加えて、私たちは２つ不安になっていますよと。１つ

がＴＰＰの行方がよくわかりませんねと。それから、裁判で決まっている諫早湾の干拓の先

行きだって、なかなかはっきりした姿が見えてこないと。これは私たちのまちの先行きに非

常に重苦しい影を落としていると。その中で、私たちのまちは新幹線も来ない、高速道路も

遠い、有明海沿岸道路だっていつ来るかわからん、何十年単位の話じゃないですか。こんな

ことでは、我々は政権交代があったからといって手放しで喜ぶわけにはいきませんよ。地域

の人たちの本当の気持ちは少しずれているかもしれない。温度差があるかもしれない。そう

いうのをぜひ見きわめて対応をしていただきたいという話を申し上げました。 
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 その後、細かい数字はちょっと省略いたしますけれども、決まったのが生産物の価格対策

を充実しようというお話。それからもう１つは、油の価格の補塡、これについて今、具体的

な検討が進められていると。場合によっては法律案になるのかもしれませんですね。あるい

は予算制度だけで対応されるのかわかりませんけれども、そういうのが歩き始めているとい

うことでございますが、印象だけでいえば、少しまだずれているんじゃないかなと、私たち

のまちという距離から見ると、そういう印象は持っております。 

 ただ、逆に影響が大きいということは我々は知っているわけですから、これは注視をして

おかないといけないと、そう思っております。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ほかに質疑ありませんか。13番議員中西裕司君。 

○13番（中西裕司君） 

 質問を申し上げたいと思います。 

 先ほど市長のお話をお聞きしまして、国と地方のまだまだ十分にしっくりいっていないと

ころ、あるいは国のレベルと地方のレベルとの差があるんじゃないかなという御指摘もあり

ましたので、私もそれは痛感しておるところでございます。 

 25年度の予算について、私は質問いたしますが、１つは、ニューディールの前に、市長が

就任した後に、一つの公約みたいな形で出されましたことがあると思います。それの確認か

らしたいと思いますが、まず中高一貫教育の問題でお話をされたんですが、今回の予算にも

それらしきものは何もないと。どのような取り組み方をしておられるのか。私は中高じゃな

くてさと、小中一貫校が、鹿島市が経営している小学校、中学校があるんだから、これが１

つにならないかんだろうというようなことがあります。市長が言う中高一貫教育になると、

私立大学なり、どこかの誘致をするのかなと。それは今のほうがイメージがあるんですが、

その点について、今どのような形で進行しているのか、お聞きをしておきたい。これは予算

にないから僕は聞いているのでね。予算にあるのばかりじゃないでしょう。予算にない当面

の課題というようなことで質問しておりますので。 

○副議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 今の御質問にお答えをします。 

 正直言って、中高一貫のお話をしましたときのイメージは、当時、太良で行われていたス

タイルがございますね。それから、武雄がとっておられたスタイル。これをイメージに置き

ながら、端的に言うと、それを一種の学習効果といいますかね、頭に置いた上で、さらに違

う形の提供ができないか、あるいはどっちか我々のまちに合うようなスタイルで対応できな

いかなというイメージは持っておりました。しかし、現実には、どうも両方ともうまくいっ
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ていないと、私はそう思ったんですよ。 

 したがって、さらに改良型が何か案出できないかということでございましたが、逆に、こ

れはある意味で見込み違いの部分があったかもしれませんが、既にそのときに、実は県の出

先の教育事務所ですね、それをむしろ鹿島から引き揚げるという話が既に先行いたしており

まして、それについての対応ということとあわせて、今お話があったことについては、その

時点から全く進んでいないし、正直言って、いいアイデアが出てきているという段階ではご

ざいません。 

○副議長（松尾勝利君） 

 13番議員中西裕司君。 

○13番（中西裕司君） 

 これからやはり鹿島においては、子育てを中心として、子供たちをどのように育て上げる

かというのも、これも役所の仕事だと思っていますので、やはり中学１年のときの何とかギ

ャップ、それをいかにしてこなしていくかということも教育委員会の大きな仕事であろうと

いうふうに私は思います。 

 もう１つあります。そのときには入札制度の問題で議論に上げてもらっていて、そのとき

の状況としては、最低の入札価格の制度についてはどうするのかということもあったと思い

ますが、その後、入札制度についてはどのような形になっておりますか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 北村副市長。 

○副市長（北村和博君） 

 私のほうからお答えをいたします。 

 入札制度につきましては、市長が就任をいたしました23年から見直しを行いまして、これ

まで本社、そして支店が鹿島市にある業者を入札に参加させておりましたけど、それを見直

しまして、鹿島に本社がある企業、会社を入札に参加させて、見直しをしたという経過がご

ざいます。現在、25年度、26年度に入札に係りまして、今、指名願の受け付けをしている状

況でございまして、これは随時これからも指名願を受け付けしていくということにいたして

おります。 

 中西議員は低落札の防止というような観点から御質問かと思いますけど、そのことにつき

ましては、今、25年度、26年度の指名願を受け付けている状況でありますし、また24年度の

入札結果について、まだトータルを評価いたしておりませんので、これから検討をしてまい

るということで、もし見直しをするとすれば、25年度の入札から導入に向けた検討をするか

もわからないということでございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 13番議員中西裕司君。 
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○13番（中西裕司君） 

 かもしれないということは、恐らくしないということに私は理解をしておきたいというふ

うに思います。 

 それはね、私は23年度の決算を見たときに、いわゆる入札の落札率というのは、市内の企

業の方を中心に指名を入れるという方法に変わったために、若干落札率が上がっているとい

うことはありますので、あえて今、最低をつくらにゃいかんということではないのではなか

ろうかなということで、かもしれないということの理解をするわけですね。 

 ただ、今後のニューディールを含めて、新たな大きな事業が今後10年、70億円という形で

出てきます。今度の事業についても、設計業務が入っている。先日は2,000千円のピオへの

公的施設移転の基本設計については私は反対をいたしました。なぜ反対をしたかということ

は、１つは、先ほどできた後の４月以降の市民に対する説明というのは、これは決まったこ

との話と。その前にやることがあるでしょうということで私は御指摘を申し上げて、反対を

したわけです。 

 今度の予算に入りますが、今回もニューディールを主に置いて、それぞれの手だてをなさ

っております。例えば、駅前広場の問題がなっています。トイレの問題もあっていますね。

トイレについては、私のことでございますけれども、鹿島市の観光トイレ研究会の会長を仰

せつかって、非常にオープンな市民に親しまれるトイレをつくろうというようなことで、そ

のときの設計屋さんも非常に若くて斬新な方でしたので、お互いの意見を交換してつくった

ということがあります。 

 まず、例えば、駅前広場なんかもそうなんですけれども、今度設計を上げておられる。多

分、専門家に真っすぐ競争入札か何かでされると思いますね。私はやはりその前の手続とし

て、市民の意見を聞く場、あるいは高校生が鹿島にも結構来ますので、高校生に対して何ら

かの形の問題提起をしてやって、あるいは鹿島駅前のどういうイメージがいいのか、そうい

う構想のコンペみたいな形をちょっとしてみるとか、やっぱりそういう手続が口市政には

ないと僕は思うんですね。だから、そこを何とかしてほしい。そうしないと、市民というの

は、じゃ、いつどういうふうにかかわっていくのかということになろうかと思うんですよね。

あるいは農商工で今回上がってありました去年された有名なシェフとのね、地元の高校生で

したっけ、何かその方との交流会を通じてやっているというようなね、やっぱりそういうイ

メージが大事だろうと思うんです。 

 確かに設計という業務は専門家でなきゃいけないのかもしれんけれども、その前の段階と

してのイメージ図を描くとか、それぐらいのことは投げかけてもいいんじゃないのか、それ

を何でしないのかということなんです。そこに私の不信感があるんです。それはぜひしてほ

しいんですよ、ぜひ。後の説明は誰だってできる。それは市民参加でも何でもない。市民と

行政が協働でやりましょう、あるいは共生をしていくという社会ではない。やはり物事を決
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める前にアンケート調査をする。今度、都市計画法に基づいて無作為にした、出ていますよ。

市民の皆さんの意見を自由に書く欄もある。だから、そういうことをですね、やっぱり個別

的だけれども、それはすべきじゃないかなと。それが足らない、不足している、あるいは気

がついていない。行政の執行をする上で、予算の執行をする上で気がついていないのは何か

ということですよね。それを僕は今回強く言いたいんですが、課長、担当としてはどのよう

に考えていますか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 打上企画課長。 

○企画課長（打上俊雄君） 

 当然、市民の皆様と一緒に考えて、一緒にやるというのが基本的な姿勢であります。その

中で、やっぱり昨日申しましたけど、私どもとして提案をしていく部分、その時点というの

が若干いろいろ問題があった場合もあろうかと思います。その辺は昨日来の議論、また今ま

での市民の皆様の意見等を十分に踏まえながら、当然改善すべきところは改善をしてまいり

たいと思います。 

 また、私たちの立ち位置として、政策提案を行って、そして市民の皆様の意見を聞く、そ

ういった場面も当然あろうかというふうに考えますので、そういったことは十分に考えなが

ら今後ともやっていきたいというふうに思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 13番議員中西裕司君。 

○13番（中西裕司君） 

 今度は駅舎の設計も入っているんじゃないの。恐らくそうだったですよね。駅舎も入って

いるんでしょう。駅前広場だけ、どっちだったかな。駅舎だけなの、駅前広場だけなの。 

 それにしても、そういう作業をする上で、いろんなパターンがあると思うんですよね。東

京駅をつくった有名な建築家もおられます。よく覚えていないけど、今回、リニューアルさ

れた東京駅もあります。鹿島駅も有名な建築家を呼んで、有名な人にやらせるのか。そうじ

ゃなくて、市民が手づくりした駅舎だって将来つくれるわけですよ。 

 だから、そういう観点で物事は考えてほしい。今まで通常の今言ったような入札制度を利

用した形だけではなくて、やはりその手前にある費用もそこの予算の中に入れ込んで、そし

て少し時間をかけて、このときまでにこれをしなきゃいかんというようなことではなくて、

少し時間をかけて、やはり市民の、あるいは若い次の世代ですよ、若い次の世代。その方の

能力を引き出すような、そのようなことも必要だろうというふうに思いますが、具体的にど

うですか、今後、課長は考えていくということをおっしゃっていますが、僕は時間があるか

ら大丈夫だと思うんだけれども、ピオとか危機管理センターについては設計も出ているよう

な感じもするし、今さらという感じがしますが、まだ駅前広場、駅舎の問題、これについて
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は、まだそういうチャンスがあると思うんですが、改めて聞きますが、どうですか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 森田まちなみ建設課長。 

○まちなみ建設課長（森田 博君） 

 駅舎とか駅前広場はまちなみ建設課のほうに予算がついておりますので、私のほうから答

弁させていただきます。 

 実は先日、まちづくり懇話会が開催されまして、東京大学の篠原先生、それから九州大学

の高尾先生がお見えになりました。その帰りにおっしゃっていただいたことが、鹿島市のま

ちづくりに対して少し協力してもいいというふうなお言葉をいただきまして、その中で、高

尾先生のほうから、ひとつワーキンググループをつくって、少し市民の方の御意見を聞いて、

それをまちづくりに反映したほうがいいんじゃないのかというふうなことでおっしゃってい

ただいておりますので、現在、駅舎とか駅前広場、こういうところにつきましては、少し市

民の皆さん方の御意見を聞く場を持つように、現在、まだ具体的に動いておりませんが、検

討しているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 13番議員中西裕司君。 

○13番（中西裕司君） 

 物事を決めていく場合には、やはり手順というのがあって、その手順を外した場合は、そ

の政策というのは信用できない、あるいは否決される運命にあるというふうに私は思うんで

すね。だから、その作業を私たちよりか、やはりまずそれをやろうとする──執行権は行政

のほうにあるわけですから、行政のほうがそういう配慮をするというか、先を見越したもの、

そういうものをしなきゃいかんだろうと。 

 我々はまちなか活性化特別委員会で、確かに駅を見て回っているんですよね。そのときの

手法に、日向の方だったと思いますね。その方はやはりワーキンググループをつくって、本

当に100人規模といいますかね、とにかく大勢のいろんな市民の方が参加して、じっくり時

間を置いて、そして専門家がいろんなアドバイザーとしておって、やっていくという手法を

とられておる。あと、ほかにも見に行きましたけれども、ああ、これは専門家がつくったん

だなと、何も市民の意見は反映されていないなというのもあります。いろんなパターンがあ

るにしても、我が鹿島市においては、高速道路も通らん、新幹線も通らん、このまちばどが

んすんなというのが昔の鹿島市民の若い力だったですよ。それが今、私はなくなりつつある

のかな。だから、この機会に、鹿島駅前広場を含めて、あるいは今回の市長が出しているニ

ューディールの政策も含めて、もっともっと市民が参加する。そこに住んでよかったという

のは、物事を決めていくときに何らかの形でそこに参画するから住んでよかったし、将来に
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おいても住み続けようと思うわけでありますから、その行政手法について、私はぜひ今回を

チャンスとして捉えてほしいというふうに思います。 

 時期もあるだろうけど、市長、その点どうでしょうか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 御意見はよく承って、しっかり検討したいと思いますが、その一つの手法として、１年半、

18回にわたってまちづくりの懇談会自体もやっております。それを拡大するのか、どう使う

のか、さらに違った形でやるのか、それは実際足元にある資源と活用できるお金、時間、マ

ンパワー、いろんなことを計算させていただいて対応したいと思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 13番議員中西裕司君。 

○13番（中西裕司君） 

 市長、そのようにですね、今後の行政の執行権はありますからね、そのときの物の考え方

一つで変わってきますから、それは選挙という手段で、要するに市民の判断を受けざるを得

ないというふうに思いますが、いいか悪いかを含めてですよ、そういうことだろうと思いま

すので、それはそれで、ただ、当面、市長が市政を預かるわけですから、特にニューディー

ルという問題については、市長が発想した一つの大きな事業ですから、それは責任を持って

やっていただきたいというふうにお願いをしておきます。 

 それで、もう１つなんですが、行政の執行をする、そして結果を受ける、それで、それに

対する評価をしなきゃいかんという作業があるんですよ、行政の作業として。計画を立てて、

それを執行して、結果を見て、それで、結果に対する評価という問題があると思うんですね。

この作業を僕は今回も予算の中にどういう形で上がっているか知らないけれども、具体的に

は上がっていないですね。それはなぜかというと、多分、職員の皆さんの給料をもらってい

る範囲で、一般の職務の中でするべき仕事だろうと思うから、恐らく具体的には予算がない

のかもしれんけれども、今、庁内でその作業をしている──行財政改革と違いますよ。行財

政改革じゃないですよ。行財政改革を評価しなきゃいかんということですよ。あるいは基本

政策についても評価をしなきゃいかん。その作業をする部署は今どこになりますか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 打上企画課長。 

○企画課長（打上俊雄君） 

 行政評価全般の主管課は、実施計画等を持っております企画課が担当であります。 

○副議長（松尾勝利君） 

 13番議員中西裕司君。 
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○13番（中西裕司君） 

 だから、今回の予算の組み方にしても、第五次総合計画なり、あるいは３年間の実施計画

なり、あるいは行財政を含めた、いろんな形の財源も含めた形でのいわゆる一つの手だてが

あって、手順があって、今回の予算に結びついていると、私もそれは理解するんです。だか

ら、我々決算委員会でも、よく結果についての検証をしますけれども、行政みずからがどう

いう評価をするのかと。事業の達成率、あるいはよかったか悪かったかという内容も含めて、

量も質も含めて、どのような形での評価をするかということですね。この作業を課長はした

ことありますか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 打上企画課長。 

○企画課長（打上俊雄君） 

 行政評価につきましては、たびたび議会においても御質問等をいただいたところでありま

す。今まで鹿島市の行政評価の手法としては、まず総合計画を見直すときに、Ａ、Ｂ、Ｃ、

Ｄ、Ｅとか、いろんなランクで、何％達成とか、自己評価的なものをやっておりました。今、

私どもがやっておりますのは、今度、総合計画の見直しの中間年になりますので、ここで少

し行政評価のやり方をですね、ちょっと今までどうしても十分でないという自覚もあります

から、その辺で今回の総合計画の見直しを契機に、もう少し真剣にその方法も含めて考えて

いきたいというふうに考えています。 

 今、具体的に取り組んでおりますのは、私どもが実施計画を策定して、そして予算編成が

あります。そして、中間で、予算編成時とか、いろんな補正が加わってきますので、実施計

画と予算が乖離する部分が出てきます。そこをまず実施計画と予算をあわせて、そして年度

末に実施計画に基づいた予算の執行がどういうふうになっているか、実施計画に盛り込んで

いる事業ごとに整理をして、実施計画に盛り込んだ事業がどのくらいの進捗状況に今なって

いるか、そういったものを実施計画と予算が一体化した進捗状況を把握する、そういった作

業を進めており、そしてこういったものをじかに総合計画の見直しに反映させたいというふ

うに考えているところであります。 

○副議長（松尾勝利君） 

 13番議員中西裕司君。 

○13番（中西裕司君） 

 したがって、我々議会もですね、議会みずからもしなきゃいかんと思っていますよ。それ

は議会の基本条例をつくったからね、議会みずからもそういうことも同じ作業をしなきゃい

かんだろうというふうに私は思っておりますが、我々議会のほうもまだそこまでいっていな

いと、できていないということはありますから、行政ばかり責めるわけにいかないんですが、

ただ、やはり事業というのは、単年度で済むやつもあるし、ある程度年度を隔ててやらなき
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ゃならない事業もあるだろうし、特に行財政改革の仕事なんていうのは、やはり今回も手は

緩めないで、予算をつくるためには、それも同時並行でやっていくんだと。必ずしも市長が

言うのに、コンクリートも人もというようなことではないよと、締めるところは締めていき

ますよということで方針を示されておるわけだから、当然、行財政の改革については、年度

別の評価もそれぞれ変わってくるものだと思うんですね。そういうことを誰かがしなきゃい

かんだろうと。あるいは誰かじゃなくて、それぞれの部署でやるべきじゃないかなと。ある

いはワーキングをする中でしていくんじゃないかなというふうに思っております。 

 ぜひ今回、議会のほうでも頑張りますが、行政評価、あるいは議会の評価という問題につ

いて、改めて新しい視点で、今回の予算については改めてお願いをしておきたいというかな、

予算の執行後、そういうことを含めて、行政評価ということを含めて予算の執行に当たって

いただきたいというふうに思っています。 

 もう１つですが、今回、いろんな大きな事業の設計業務から、あるいは学校の耐震の建築

工事であったり、下水道の工事であったり、さまざま出てきます。入札のあり方という問題

は、今、副市長が言われましたので、大体理解ができておるところです。市内の企業の方も

今までの苦労を苦労として、ただ、技術だけは常に磨いておったという市内の企業に報いる

ためにも、今回の基本方針はきっちり示してほしいというふうに思うんですが、例えば、設

計なんかについてはどうですか。今、市内の中で、今回の発注を予定されているような仕事

の能力として、市内にそういう業者はおりますか、存在していますか、どうですか。技術力

という問題からどうでしょうか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 打上企画課長。 

○企画課長（打上俊雄君） 

 私どものほうで指名審査委員会等も管轄しておりますので、お答えいたします。 

 これは事業ごとによって能力、実績等を評価いたしまして、指名審査委員会で業者さんを

収集して、指名審査委員会の中で判断をして、この業務については事業費とか事業内容を勘

案し、指名を行っているところであります。そういう場合は、まず第１は、先ほど副市長も

申しましたように、昨年度、大幅に指名の基準を見直しましたので、まずは市内に本店、本

社があるところを中心に抽出して、客観的に見て、そこでどうしても無理な場合はずっと広

げていくとか、そういった方式をとっていますので、まずは市内の本店、本社の業者さんを

中心に指名していくというのが基本的な姿勢であります。 

○副議長（松尾勝利君） 

 13番議員中西裕司君。 

○13番（中西裕司君） 

 だから、市の発注の形態ね。設計は設計でいいだろうもんね。ただ、いろんな構造物とか
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なんかあってくると、また違うような資格があるから、技術士なり必要なものが。単なる１

級だけじゃだめなんだということもありますから、技術士の免許が要ったりするんだろうけ

れども、設計は設計で出されると思っているんですね。そういう場合の話ですよ。だから、

具体的に市内に技術力のある設計会社があるのかと。例えば、建築についてはどうですか。

ありますか、ないですか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 打上企画課長。 

○企画課長（打上俊雄君） 

 実績等を勘案してみますと、どうしても建築士の数とか、やっぱり市内の業者さんの建築

事務所では建築士の数とかが若干少ないということで、そういった感想は持っています。建

築、設計に関してはですね。ちょっと現在は、その程度の感想しか私の立場では今のところ

は言えないです。 

○副議長（松尾勝利君） 

 13番議員中西裕司君。 

○13番（中西裕司君） 

 今、各地方の公共団体は、やっぱりそれぞれ地場の技術力を使って、そして地場に仕事を

していただくことで、自分のところの地域経済の発展、経済の再生、活用に結びついている

ということは、大方そうなんです。そういうことをどこでもやっている。隣のＴという市は

完全にそれを実行しておって、金を出さない。市内にある金は外に持ち出さない、それぐら

いの厳しいことをやっているところがあります。そういうことで、今、金の出入りがあると

いうふうに私は思っておるわけです。 

 だから、設計についても、今回、2,000千円に私は反対をいたしました。なぜかというと、

企業といいますか、そこに出すのが大体決まっているだろうと思いますので、反対もいたし

ました。できれば、例えば、随契で出すにしても、本当のまちづくりというのであれば、や

っぱり市内の設計屋さんの意見を聞いてみるとか、やはり現場を知っている人間の意見を聞

いてみることも大事だろう。理想の絵を描くのも大事。でも、それをチェックするのは、や

はり地元の設計屋さん、あるいは地元に育っている我々じゃないかなというふうに思うわけ

です。そういう仕事の仕方をお願いしたいというのが私の今回のお願いですね。 

 もう１つは、建築について、あるいは土木についての話ですが、今度、経営事項の検査と

いうのを業界の皆さん受けます。受けた結果、多分、４月からの受け付けには新しい資格の

もとで申請をされると思います。ＡからＢにランク落ちしたりしています。これは業者の皆

さんの努力はもちろんですが、やはり鹿島市内に仕事がなかったと、ないということがラン

クが下がる原因になっているわけです。これは経営事項の審査を見れば、大方はそこの会社

の施工高が大きなウエートを占めます。技術屋さんとか、そういうのもありますが、受けま
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すので、今回、２年に一回の経営事項の審査を受けてランクが落ちています。 

 したがって、鹿島市がどのように建設業の皆さんを育てていくかという、はっきり言って

面倒を見ていくかですよ。請け負けですから、面倒をいかに見ていくかということがありま

す。もう一回、そういう意味でＡ、Ｂ、Ｃの問題も含めて検討していって、調査をしてもら

って、そして発注基準の見直し、あるいはＪＶのあり方をもっと進めていくとか、そういう

ことを検討していただきたいというふうに思います。これも切実な願いです。またランクが

落ちていきますよ。そしたら、その資格を持っている企業が鹿島市内に数が足りなくなりま

す。３社以上というのが、３社いなくなります。そうすると、よそからまた入れなきゃいか

ん。よそから入れた場合に、その人が鹿島でもうけんでよかけんですね、また乱暴な入札を

します。そしたら、また悪くなってきます。今、建設業界が置かれている状況はそういう状

況です。いいほうに転ぶのではなくて、悪いほうに転んでいくのが今の業界でございます。 

 ぜひ発注基準の見直しと今回の予算から手だてをしてほしいというふうに思いますが、ど

うでしょうか。副市長どうですか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 北村副市長。 

○副市長（北村和博君） 

 経営事項の審査ということで、ランクが落ちているということで中西議員のほうから申さ

れました。私のほうにはそういう情報を今現在持ち合わせておりませんし、資料がございま

せんので、そのことにつきまして、平成23年度に見直しを行っておりますけど、それに準じ

た形で、鹿島市の企業の育成という観点から、そういうことであれば検討をしていくという

ことで答弁させていただきます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 13番議員中西裕司君。 

○13番（中西裕司君） 

 副市長から答弁ありましたように、これは指名審査委員会でも発注基準その他を含めて検

討するべき事項というふうに思っております。とにかく現状を把握していただきたいと。そ

れは１例か２例かの話かもしれんけれども、やはり全体としてのことを検討していただきた

いというふうに思います。これはぜひやっていただかないと、災害のときだけ、あんたたち

の仕事ばいというてですね、今、協定書をされておりますから、業界側もしっかりそれにつ

いては責任を持って仕事をされると思いますが、やはり双方のプラス、プラスで考えていか

にゃいかんだろうというふうに思っておりますので、ひとつよろしくお願いをしておきたい

と思います。 

 やはり先ほど言いましたように、市政の運営というのは公平、公正、公開です。市民に対

しても、今後の行政のあり方というのは、大きな意味では公開だと思います。やはり全てを
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さらけ出せとは言いませんが、やはり重要な事項については、それぞれの部署でそれぞれが

市民に対して公開をしていく、そして意見を聴取していく、あるいは策定の段階からしてい

く。私は市長の諮問機関としての懇話会も、それはそれで市長としては大事だろうと思いま

すが、それ以外の人が多いわけでありまして、能力その他もいっぱいいらっしゃいますので、

人材の活用という意味でも、今後の市政運営に反映していただきたいというふうに思います。 

 終わります。 

○副議長（松尾勝利君） 

 あと質疑をされる方、何名いらっしゃいますか。──ここで10分程度休憩します。午後４

時15分から再開します。 

午後４時６分 休憩 

午後４時15分 再開 

○副議長（松尾勝利君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、議案審議を続けます。 

 質疑ありませんか。14番議員松尾征子君。 

○14番（松尾征子君） 

 14番松尾です。具体的に質問する前に、一つだけ執行部にお願いをしたいと思います。こ

れは議会側の問題でもあると思いますがね。 

 と申しますのは、今、議員が減って、予算、決算それぞれ特別委員会が１つになったとい

うことでしょうかね。総括的な説明をされるときに、きょうもありましたが、細かいことは

委員会の席でということで、御説明があっておりませんね。ただ、私たちはそれで受けられ

ると思いますが、特に今、議会は市民の皆さんに広くケーブルテレビなどを通じてお知らせ

をしているわけです。そういう中で、きょうあった報告は市民にはよくわからないんですよ。

申しわけないですが、資料を見よって、やっとです。だから、細かい内容の中で、何かこう

いうのはという市民が要求しているような事業とか、そういうのをやっぱりここの場で御説

明をいただいて、報告をいただいて、皆さんに知っていただくという体制も私は必要じゃな

いかと思うんですよね。ですから、時間はかかりますけど、やっぱり市民の方に知っていた

だくという意味も込めて、私はぜひ今後のあり方として執行部のほうにお願いをしたいのと

同時に、議会としても、それがどうなのかというのは今後協議をしなくちゃいけないと思い

ますので、まず最初にお願いを申し上げたいと思います。 

 今、皆さんからもいろいろ出ましたけど、３年間続いた野田政権が本当期待どおりじゃな

かったということで、またもとに戻ったわけですが、これもまた多くの人たちが期待と不安

の中で迎えたんですが、特に今、見ておりますと、政権交代があって、今度の政府というの

が緊急経済対策ですかね、そのことに力を入れているわけですね。私が言うまでもなく、３

つの柱、先ほどからも出ておりますが、３本の矢ですね。つまり大胆な金融対策、機動的な
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財政政策、それから民間投資を喚起する成長戦略と、この３本の矢としてやっているわけで

すが、これにより円高・デフレ不況から脱却し、雇用や所得の拡大を目指す、こういうこと

を言っているわけです。このことをマスコミはアベノミクスだと言って、盛んに持ち上げて

いるわけですね。しかし、本当に３本の矢でデフレ不況が打開できるのかということですよ

ね。３本の矢も強い矢ならいいんですが、折れた矢ではどうにもなりませんから、そういう

ことでなく、本当にそれが力になるようなことでなくてはならないわけです。 

 特に、安倍首相というのは就任前から金融緩和の徹底ということを言ってきたと思います。

これは皆さんも十分に御承知だと思います。そして、それを進めてきているんですね。日銀

が物価上昇率を１％をめどにということで進めてきたのに対し、安倍さんは、それはまだま

だ不十分だと、上昇率は２％を目指せと、このことを言いました。それが実現するまでは日

銀が大量資金を供給する、そういうことを要求したと思います。 

 これまで振り返ってみますと、15年間の間、物価が３％下がっていると言います。ところ

が、物価が３％下がっているにもかかわらず、賃金ですね、勤労者の賃金は15％落ち込んで

いると、そういうことが言われています。そういう中で、共働きというのもふえてきました

ので、そういうのをプラスしていきますと、収入が少しは緩和されて、それでも12％に下が

ったと言われているんですね。物価の下落により皆さんが買い物をするかというと、今のよ

うに物価よりも賃金が下がっているというわけですから、買い物をすることは控え目に控え

目にとなっていくわけね。それで売れないために、じゃ、また物価も下がる、まだ買わない、

賃金も下がると、そういうのの繰り返しの中で、まさにデフレ不況の悪循環というですかね、

そういうことが出てきたんじゃないかと思います。 

 そういう中で、所得がふえることを安倍さんは言っているわけですけど、結局、そのため

に物価を上げろと言うわけでしょう。さっき言ったように、物価を２％上げろと言う。とこ

ろが、以前のように少しでも余裕があるときは、上がる前に買うとこうかということが皆さ

んもあったんじゃないかと。例えば、お酒が上がる。ちょっと10本ばかり買うとこうかと。

そのことによって、飲まんでよか酒まで飲まんばなんようなことで、どんどん売れていく。

たばこだって、そうですよね。たばこが上がるけん買うとこうかと、前は皆さんからお聞き

していましたよ。しかし、今の状況の中では、もうすぐこんだけ上がるけん買うとったがよ

かよとは、なかなか買おうというところまで手が回らない。そういう中で、本当に景気が回

復するかというと、そうじゃない。それどころか、もっともっと買い控えどころか、無理し

てでも預金をして少しでも後に残そうかという動きもあるのは当然だと思うんです。 

 そういうことで、デフレ不況というのはもっとひどくなっていくと思いますが、先ほど

２％の物価上昇と言いましたが、聞きますと、２％の物価上昇というのは消費税が３％に増

税されるのと同じような出費になるということが言われているんです。ついでに言いますと、

先ほどちょっと景気は回復してきたんじゃないかというような御意見を言われた方もありま
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すが、特に株の問題ですね。株の問題にしても、安倍さんが就任前から株がどんどん上がっ

たですね。そして、株が売れているというわけですが、ああ、日本の方はお金を持った人が

そんなにいっぱいいるんだなと私も思っていましたら、この間、売れたのは外国投資家にが

ほとんどだそうですね。日本の投資家は売りに出るという状況だということを聞きましたが、

このような中で、さらに消費税の増税が控えていますでしょう。これは私たちはまだ許せな

いんですが、ＴＰＰの問題も控えている。そういう中で、市民の暮らしがいろんな分野で落

ち込むだけ落ち込んできた。さらに、こういう形で重いものがのしかかってくるということ

に対して、市民の不安というのはすごいんですよね。どうなるだろうかと。この間、ある面

では夢のような問題も語られてきましたが、そういう段じゃないんですよ。自分たちの足元

の生活がどうなるのかと。 

 そういう中で、私は非常に何でかなと思ったのは、市長が議会の冒頭、演告を発表になり

ました。それから、きょう財政課長も財政づくりの基本のときに冒頭に言われましたが、私

が非常に残念なのは、この大事な大変な時期に、そういう市民の顔、生活、大変なところが

全く見えない、そういう状況だと私は思いました。この来年度の予算ができるときに市民の

人が、ああ、今度はどがんじゃいなるとやなかかい、ここんところなっこんよかったねとい

うようなのがもっと何かあるかと思うと、全く出てこない。ましてや冒頭の説明の中で細か

いことが言われると、何か一つぐらい、あら、これは俺にもよかったないというのがあるか

もわかりませんが、そういうのもないわけですから、希望が持てないものが非常に多いと思

います。それに対しては答弁は要りませんが、私はそういう形で今回の議会を見ております。 

 委員会に入ってから質問はしますので、ここで３つほどお尋ねをしたいと思いますが、１

つは、国の制度のことでお尋ねをしたいと思います。 

 私もよくわからずにおりましたら、公共事業ですね、地方自治体が負担をするわけですが、

その地方自治体の負担を軽減するための新しい制度ができたということを私は聞きましたが、

その名前は地域の元気臨時交付金というですか、そういうのがつくられたということを聞い

ておりますが、この交付金の額は地方負担額の８割だということですね。そして、ただ、自

治体の財政力に応じて、非常に厳しいところにはもっと、財政力の弱い自治体では９割程度

交付することもあるというのができたということを私はキャッチしたんですが、そのことに

ついてはもちろん御存じだと思いますが、鹿島市もことし、25年度でも公共事業を取り組む

わけですが、そういうのに該当するものがあれば、いろんな確約はあるようですが、そうい

うのにも私は対応していく必要があるんじゃないかと思いますが、いかがでございましょう

か。 

○副議長（松尾勝利君） 

 寺山財政課長。 

○財政課長（寺山靖久君） 
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 お答えします。 

 地方の元気臨時交付金につきましては、国の補正予算に対応して地方が行う公共事業の負

担を約８割補うという事業でありまして、現段階ではまだ内示等もあっておりません。実質

は国全体で繰り越しまして、25年度に交付されるものと考えております。 

 現段階で国に要望しております地方負担額が約130,000千円ほどありますので、それが

丸々交付対象となれば、約１億円程度の交付金が見込めます。ただ、この使い道につきまし

ては、何でも使えるというものではございませんで、あくまで地方単独で行う、いわゆる地

方債が起こせるような事業等に使ってくださいとなっていますので、そこら辺、よろしくお

願いします。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 14番議員松尾征子君。 

○14番（松尾征子君） 

 おっしゃるように、いろんな制限もあるし、いろんな事情もあると思いますが、せっかく

有利なものがあれば、そういうのは大いに要求を出して、少しでも財政の足しになることを

お願いするものです。 

 じゃ、次に行きたいと思います。 

 予算書175ページの土木費です。これは住宅管理費ですね。私はリフォーム助成制度のこ

とでお尋ねしますが、この中に、県の住宅リフォーム助成補助金が12,600千円出ております

が、これは枠というのは県からの指示が来た枠なのか、それとも鹿島市としてこれくらいな

んでしょうということで要求を出す額なのか、その辺いかがですか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 森田まちなみ建設課長。 

○まちなみ建設課長（森田 博君） 

 佐賀県住宅リフォーム助成補助金の12,600千円でございますが、昨年度、佐賀県が基金を

積み増しいたしております。その配分額でございます。これは家屋の数によって県から配分

されております。12,600千円ということになっております。 

○副議長（松尾勝利君） 

 14番議員松尾征子君。 

○14番（松尾征子君） 

 それでは、これはこちらからの要求でなく、県からの頭割りじゃないですが、配分された

ものだと理解していいわけですね。 

 やはり去年の実績も結構上がっているわけで、配分も大事でしょうが、結局こちらの要求

もあるということで、要求のほうも今後強めていって、なるだけいただくことも大事じゃな
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いかと思いますので、その辺の努力もお願いしたいと思います。 

 それとあわせて、市の住宅改修補助ということで今回10,000千円上がっております。これ

についても、昨年、結構成果が出ていますよね。そして、後になったら予算が足りないとい

うことで抽せんになりましたね。私はやはり要求のある人、せっかくこういう制度をつくっ

たわけですから、抽せんで当たった人とか、そういうことじゃなくて、やっぱり広く皆さん

が受けられるように必要であって、それが有効だということなら、予算は積み増ししてでも

制度を維持していく必要があると私は思うんですが、今年度10,000千円つけていらっしゃ

いますが、今年度の計画としては10,000千円で打ち切りで、去年のようにくじ引きですれば

10,000千円打ち切りでも、それはできるでしょう。しかし、それは許せないことであります

が、今年度はこれ以外に、どんどん要求が多かったら、また補正を組んででも取り組むとい

うお考えなのかどうか、お尋ねをします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 平石建設環境部長。 

○建設環境部長（平石和弘君） 

 リフォームの枠の件でございますけれども、市としても、これはここまで２カ年の経過を

見てみると、この10,000千円では少ないのではないかということでのお話かと思うんですけ

れども、これは県のほうは実は12,600千円ですね。基金20億円、さらに10億円上積みをされ

て、これ以上は継続もなしと。25年度というところでの表明もされております。市としまし

ても、これはやっぱり23年度から県に先んじてやった。その後、９月の県の補正で制度化を

されて、基金制度をされて、県と一緒になって、この効果というのは本当にあったなと思っ

ております。しかしながら、この事業も23年度新規に制度化するに当たって、継続３カ年と

いう当初の計画でございます。また、額につきましても、効果は認識はしながらも、今のと

ころでは25年度、新年度の10,000千円というところで一応計画はいたしております。 

 議員からの増額の補正等も必要ではないかということに関しましては、しっかり効果とい

うものはわかっておりますので、これは現段階で大きな今後の課題にはなるかなというふう

には思っております。 

 以上です。 

○副議長（松尾勝利君） 

 14番議員松尾征子君。 

○14番（松尾征子君） 

 じゃ、今の件に関して再度お尋ねをしますが、23年度と24年度で事業費が幾ら上がったの

か。申請が出た分でわかるでしょう。全体で幾らになったのか。補助金じゃなくて、事業費。

それに対して補助金ですからね。 

○副議長（松尾勝利君） 
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 平石建設環境部長。 

○建設環境部長（平石和弘君） 

 補助金に対して申請の総工費ですね、これかと思います。これでいきますと、23年度40,000

千円、これに対しまして455,330千円、24年度が25,000千円の補助額に対しまして総工費

が360,000千円、以上でございます。以上が23年度、24年度の実績でございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 14番議員松尾征子君。 

○14番（松尾征子君） 

 今、御報告いただきましたように、いろんな市の取り組み、個人的な問題でもそうですが、

これだけの成果が出てくるということは、今の段階ではほとんど考えられないような状況に

もあると思うんですよね。それで、これに対しては、補助を受ける市民もですが、仕事をな

さる人の中からも、本当に小さな業者の人たちが助かったよとお声をかけてくださることが

いっぱいあったんですが、やっぱり今はそういう状況でしょうが、ぜひ今後ね、ここでは答

弁は要りませんが、今後も皆さんの声に応えていただけるような対応をしていただくことを

お願いして、次に移りたいと思います。 

 次は、先ほどからも出ておりますが、ニューディール構想の問題で、駅前開発の問題です

ね。先ほど中西議員のほうからも皆さんから直接意見を聞いて云々というようなことが出ま

した。私はこれは大事なことだと思いますが、特に私がお尋ねしたいのは、私たちは議会で

まちなか活性化特別委員会をつくっています。これは１年目のときに、もう御存じだと思い

ますが、一番列車から最終列車まで駅に私たち委員会が立って、皆さんにいろんなアンケー

トをいただいたんですよね。何が欲しいかと、どういうのがと、いろんな御意見をいただい

て、それを私たちはまとめて市に提言をしたと思います。ところが、その後、それに対して

全く何の反応も市からはないわけですよ。ないんですよ。 

 先ほども中西議員の答弁の中で、まちづくり懇話会ですか、そこからの御意見などもとか

いう声が出ましたが、議会からもこういうことで提言をされておりますから、そういうこと

なんかも参考にしてとか出るかなと思ったら、全く出ません。私たちが出した要求書をどう

受けとめられているのか。ただ単に、あんたたちがしたとたいと受けとめられているのか。

これを本当に私たちは朝からやったんですよね、皆さんに聞いて。それを何らかの形でね、

お答えも返ってこないし、これはどがんねという質問もないし、本当に心外ですよ。私たち

の活動をどう捉えられているのか。市民の皆さんの意見。これは市民だけやないですよ。鹿

島駅におりられる旅行者の方、その他いろんな方たちの御意見を聞いているんです。その点

いかがでしょうか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 打上企画課長。 
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○企画課長（打上俊雄君） 

 あのときは、貴重な御意見をいただいたと思っております。その中で、やっぱりいろいろ

な要望も具体的に出されておりましたので、特に駅前トイレとか、そこらあたりは優先的に

やっていただきたいといった意見もありました。そういったものも踏まえまして、いろんな

計画もつくらなければならないけれども、まずは駅前のトイレを優先的に直していこうと、

そういったものにも生かしていっているといった状況であります。 

 ただ、確かに御提言を受けまして、その後、この御提言を受けての意見交換等を行わなか

ったという、ちょっとそこらあたりの反省は私どももありますので、以後は十分このあたり

も注意をしていきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 14番議員松尾征子君。 

○14番（松尾征子君） 

 そういう状況ですね。今、意見交換も行わなかったという反省をいただきましたし、今後

はということですので、ぜひ早急に具体化をして、委員会とあれを土台としたね、まだその

後も私たちはいろんな形の取り組みをやっておるわけで、そういうところで話し合いをして、

ぜひ駅前開発の取り組みの中で生かしていただきたいと思います。これは答弁は要りません。 

 最後にしたいと思います。 

 私は予算、決算の一番の中心としては、やっぱり公正公平な行政をやらなくちゃいけない

ということで、同和事業の問題について、同和予算について取り上げております。そういう

中で、一番は、団体補助金のカットなどもありますが、同和事業の終止符を打つというよう

なことがありますが、その都度いろんなことを言ってきておりますが、今年度予算をつくる

に当たって、これまでと変わって、ここは改善されたんですよと、ここのところは取り組み

ましたよと胸を張って言えるようなところが何かありますでしょうか。 

○副議長（松尾勝利君） 

 松浦同和対策課長。 

○同和対策課長（松浦 勉君） 

 同和対策課での来年度の予算につきまして、どういうところが変わったかというふうな御

質問だと思います。 

 特に、今年度の予算編成前にいろいろな検討を行ったわけですけれども、人件費の中で、

これは補助金じゃなくて、市の事業としての人件費ですけれども、その人件費につきまして

不要なところはないかということを検証して、金額的には１名分の減少ということで取り組

んでおります。 

 それから、各種大会といいますか、そういうのがあっていますけれども、今年度は九州大

会というのが佐賀県であったということで、これにつきましては、事業の推移だけで主体的
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に見直したということにはならないんですけれども、その分の減額を行っているところです。 

 以上でございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 14番議員松尾征子君。 

○14番（松尾征子君） 

 今の御説明では、人件費の１名の削減。これは職員なんでしょうかね。後で御答弁くださ

い。 

 それから、各種大会への参加で、複数出て、全て飲食代、宿泊料を出しているということ

で私は指摘をしてきたんですが、減らしてもいいんじゃないかとか、そういう意見も言って

きましたが、そういうところについての改善というのはなされていないんでしょうかね。今

までどおり、要求どおりの数値で上げられているのかどうか、その辺をお尋ねします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 北村副市長。 

○副市長（北村和博君） 

 お答えいたします。 

 昨年度、23年度の決算審査特別委員会におきまして、松尾議員の御質問に対し私のほうか

ら、同和団体に対する補助金の見直しについては、７市が足並みをそろえて連携をとりなが

ら補助金の見直しについて行っていくというようなことで答弁をいたしました。25年度の予

算につきましては、団体との話し合いが事務的に間に合わなかったものですから、前年度並

みの予算計上をいたしておるところでございます。 

 団体につきましては、２つの団体がございます。これまで事務局レベルでこの補助金削減

について協議を行ってきたところでございまして、それについて、２月12日と２月27日に２

つの団体に対しまして、唐津の副市長が副会長、私が会長という立場でありますので、申し

入れに行ってきたところでございます。そのとき、両団体の代表者の方からは自治体のこれ

までの苦労も重々わかるというようなことで、話し合いには応じるということで、前向きな

返事をいただきました。それで、君たちも４月からは新年度予算が始まるだろうしというこ

とで、３月末までには話し合いというですか、お話ができれば、そういう方向性で削減を行

っていくということで話をいたしておりまして、まだ３月に入ったばかりでございますので、

これから事務局レベルで進めていきたいというふうに思っているところでございます。予算

執行については、削減の話し合いができたところについては執行停止ということで両団体か

ら内部的な了解を得ているということで、きょうの松尾議員の御質問に対しては、そういう

状況であるということで私のほうから答弁させていただきます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 14番議員松尾征子君。 



- 266 - 

鹿島市議会会議録 

○14番（松尾征子君） 

 これまで同和事業については、全県的な対応というのは各自治体の副市長が中心になって

進められてきているというのを聞いておりましたけど、努力していただいたなと思いますし、

それが幾らかでも進展してくれることをお願いしたいと思います。本当に大変だと思います

ね。同和団体との交渉は大変だということはわかりますけど、しかし、やっぱりそこまで踏

み込むことができたということは、皆さんたちのこれまでの努力があったと思います。ぜひ

お願いをしたいと思います。 

 担当課にお願いをしたいと思いますが、いつも申し上げておりますけど、資料の提出です

が、今回はただ単に25年度じゃなくて、24年度と比較しながら、例えば、何々大会、何人、

幾らというのを数字的にぴしゃっと比較しながら出してみてください。それをお願いしたい

と思います。 

 以上で質問は終わりたいと思います。──ああ、いいですよね。 

○副議長（松尾勝利君） 

 松浦同和対策課長。 

○同和対策課長（松浦 勉君） 

 25年度予算につきまして、24年度と比較して提出したいと思います。特別委員会前までに

ということで。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ほかに質疑ありませんか。３番議員勝屋弘貞君。 

○３番（勝屋弘貞君） 

 ３番議員勝屋弘貞でございます。大綱質疑を申し上げます。 

 きょう、教育長の出番がございませんでしたので、教育長にお聞きしたいと思います。 

 １年間、教育長になられて経験されましたことを、１年を振り返られましてどうだったの

か、それを今度の予算にどう反映されたのかをお聞きしたいと思います。 

○副議長（松尾勝利君） 

 江島教育長。 

○教育長（江島秀隆君） 

 いきなりの指名で、びっくりしております。もうないのかなと思っておりましたけれども、

ありがとうございます。 

 実はまだ１年終わっていないわけでして、これから先がまだまだ不安だというのが正直な

感想でございます。あとしばらく様子を見させていただいて、一生懸命勉強させていただき

たいと思っております。 

 また、予算編成につきましても、一部見ていただいておわかりだと思いますけれども、学

校生活支援員というのを今回新たに計上させていただいております。それにつきましては、
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今年度までは緊急雇用ということで、いろんな配置ができておったわけですけれども、それ

が全くなくなってしまったということで、さてどうしたものかということを一生懸命考えさ

せていただきました。それで、何とかあちらこちらからお願いできないかということも考え

たりしたんですけれども、やはり財源的に厳しいという状況がございますので、そうすると、

身を削ってといいましょうか、何とか出したいなということで計上をさせていただいており

ます。あれも本当は、何といいましょうか、出せるところをぎりぎり絞って、何とか捻出で

きたというような感じでございますので、また後ほどその点は審議をお願いしたいと思いま

す。 

 そういったことで、まだまだ不安でおりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ３番議員勝屋弘貞君。 

○３番（勝屋弘貞君） 

 突然にもかかわらず、丁寧にお答えいただきましてありがとうございます。 

 今、道徳のほうが教科化されようかとか、そういう話題になっております。ＮＨＫでも

「八重の桜」ですか、ならぬことはならぬものですということで、道徳のことをＮＨＫもち

ゃんと応援してくれるのかなと私は思っております。 

 民族が滅びる３原則というのがありまして、夢を失った民族、価値の物差しをお金に求め

る民族、歴史を忘れた民族ということで、ぜひともこれを忘れてしまわないような子供たち

をつくりたい。夢を持った子供たちをつくりたい。鹿島の歴史をしっかり学んでくれるよう

な子供たちをつくっていただきたい。価値をお金に換算しないような子供たちになってほし

いということで、ぜひとも道徳がクローズアップされておりますので、その辺は力を入れて

いただいて、鹿島ならではというような教育をやっていただければと思います。 

 社会教育についても、ぜひとも力を入れていただいて、教育長は学校教育のほうはプロフ

ェッショナルであれでしょうけれども、ぜひとも社会教育の一般教育のほうも力を入れてい

ただいて、地域ぐるみで教育に取り組む。市民全体が学ぶということを忘れないような、そ

ういうふうな社会教育をやっていただければと思います。 

 以上でございます。 

○副議長（松尾勝利君） 

 ほかに。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（松尾勝利君） 

 ないようですので、質疑はこの程度にとどめ、お諮りいたします。ただいま審議中の議案

第１号から議案第７号までの新年度予算関係７議案については、委員会条例第６条の規定に

より14名の委員をもって構成する新年度予算審査特別委員会を設置し、会議規則第36条第１
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項の規定により一括して付託したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（松尾勝利君） 

 御異議ないものと認めます。よって、議案第１号から議案第７号までの７議案については、

14名の委員をもって構成する新年度予算審査特別委員会に一括して付託することに決しまし

た。 

 お諮りいたします。ただいま設置されました新年度予算審査特別委員会の委員の選任につ

いては、委員会条例第８条第１項の規定により、中村一尭君、稲富雅和君、勝屋弘貞君、竹

下勇君、田一美君、伊東茂君、松本末治君、光武学君、徳村博紀君、福井正君、水頭喜弘

君、橋爪敏君、中西裕司君、松尾征子君、以上14名を指名したいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（松尾勝利君） 

 御異議ないものと認めます。よって、ただいま指名いたしました14名を新年度予算審査特

別委員会の委員に選任することに決しました。 

 申し上げます。本日の会議時間は、議事の都合上、あらかじめこれを延長します。 

 ここで新年度予算審査特別委員会を開催し、正副委員長の互選を行いますので、暫時休憩

します。 

午後４時53分 休憩 

午後５時２分 再開 

○副議長（松尾勝利君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 休憩中に開催されました新年度予算審査特別委員会の正副委員長の互選の結果を報告いた

します。 

 委員長に中西裕司君、副委員長に水頭喜弘君、以上のとおり決定いたしました。 

 お諮りします。議員提案第１号、議員提案第２号の２議案は、会議規則第36条第３項の規

定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（松尾勝利君） 

 御異議ないものと認めます。よって、議員提案第１号、第２号の２議案は委員会付託を省

略することに決しました。 

      日程第２ 議員提案第１号 

○副議長（松尾勝利君） 

 それでは、日程第２．議員提案第１号 鹿島市議会委員会条例の一部を改正する条例につ
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いてを議題といたします。 

 提出者を代表して、提案理由の説明を求めます。６番議員伊東茂君。 

○６番（伊東 茂君） 

 それでは、議員提案第１号 鹿島市議会委員会条例の一部を改正する条例について、提案

理由の説明をいたします。 

 それでは、議案の議員提案と書いてある、こちらの資料の１ページ、これをお開きくださ

い。 

 組織の見直しに伴い、鹿島市議会委員会条例の関係条文を整備したいので、この案を提出

するものです。 

 次に、２ページ、附則といたしまして、この条例は平成25年４月１日から施行するもので

す。 

 今回の改正の内容は、もう１つの資料、議員提案説明資料の１ページの新旧対照表にあり

ますように、12月議会で可決されました鹿島市部設置条例の改正により、４月１日から人

権・同和対策課が総務部に編入されますが、常任委員会の所掌の範囲を総務課及び企画財政

課を総務建設環境委員会に、人権・同和対策課をこれまでと同じように文教厚生産業委員会

とするものです。 

 以上で提案理由の説明を終わります。 

 提出者は、鹿島市議会議員、光武学、同じく橋爪敏、同じく福井正、同じく松本末治、同

じく田一美、同じく伊東茂。 

 以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（松尾勝利君） 

 質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（松尾勝利君） 

 討論を終わります。 

 採決します。議員提案第１号 鹿島市議会委員会条例の一部を改正する条例については、

これを提案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

    〔賛成者起立〕 

○副議長（松尾勝利君） 

 起立全員であります。よって、議員提案第１号は提案のとおり可決されました。 
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      日程第３ 議員提案第２号 

○副議長（松尾勝利君） 

 次に、日程第３．議員提案第２号 鹿島市議会情報公開条例の一部を改正する条例につい

てを議題といたします。 

 提出者を代表して、提案理由の説明を求めます。６番議員伊東茂君。 

○６番（伊東 茂君） 

 議員提案第２号 鹿島市議会情報公開条例の一部を改正する条例について、提案理由の説

明をいたします。 

 それでは、議員提案説明資料の３ページをお開きください。 

 昨日審議の議案第17号 鹿島市情報公開条例の一部を改正する条例についての議案と同じ

改正の説明であります。 

 改正理由として、国有林野の有する公益的機能の維持増進を図るための国有林野の管理経

営に関する法律等の一部を改正する等の法律が施行されることに伴い、鹿島市議会情報公開

条例の関係条文を整備したいので、この案を提出するものです。 

 主な改正の内容として、国営企業として行う国の事業は国有林野事業が唯一残っていまし

たが、今回の法律の施行に伴い、国有林野事業特別会計が廃止され、一般会計で国有林野事

業が行われることになります。 

 議員提案説明資料の２ページの新旧対照表にありますように、鹿島市議会情報公開条例第

７条第６号オに規定する「市又は国等が経営する企業」については、国が経営する企業がな

くなることから、「独立行政法人等、市若しくは他の地方公共団体が経営する企業又は地方

独立行政法人」と改めるものです。 

 施行期日は平成25年４月１日です。 

 以上で提案理由の説明を終わります。 

 提出者は、鹿島市議会議員、光武学、同じく橋爪敏、同じく福井正、同じく松本末治、同

じく田一美、同じく伊東茂。 

 以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。 

○副議長（松尾勝利君） 

 質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（松尾勝利君） 

 質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副議長（松尾勝利君） 
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 討論を終わります。 

 採決します。議員提案第２号 鹿島市議会情報公開条例の一部を改正する条例については、

これを提案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

    〔賛成者起立〕 

○副議長（松尾勝利君） 

 起立全員であります。よって、議員提案第２号は提案のとおり可決されました。 

 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 明７日は休会とし、翌８日午前10時から総務建設環境委員会及び文教厚生産業委員会によ

る議案審議を開催いたします。 

 翌９日、10日は休会とし、11日午後１時から新年度予算審査特別委員会を開催し、付託さ

れた議案関係の現地調査を行います。 

 翌12日から15日の４日間と18日の午前は新年度予算審査特別委員会を開催し、次の会議は

18日午後１時30分から開き、一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。 

午後５時11分 散会 

 


